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「消防指令システムの導入手順書」の記載対象文書一覧 

・ [S1-01]通信指令業務の標準的な業務フロー 

・ [S1-02]通信指令業務の標準的な業務フロー（業務フロー作成用） 
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・ [S3]消防機関への緊急通報に係る標準インターフェイス標準仕様書（S3-01 から S3-05） 

・ [S4]ＩＰ無線に係る標準インターフェイス標準仕様書（S4-01 から S4-07） 

・ [S5]ＡＶＭに係る標準インターフェイス標準仕様書（S5-01 から S5-05）※ 

※令和６年度中公表予定のため、記載箇所は今後更新される予定あり。 

・ [S6-01]消防本部間位置情報転送時のユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書 

・ [S7]標準化されたデータ要件（S7-01 から S7-03） 
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１ 目的と概要 

(１) 本書の目的と概要 

消防庁では、「消防指令システムの高度化等に向けた検討 1」において、消防本部における消防指令シ

ステムの刷新に係る仕様検討業務の業務負荷の軽減などを目的に、以下の文書を作成した。 

 「通信指令業務の標準的な業務フロー」（以下、「標準業務フロー」という。） 

 「消防指令システムの基本的な機能の一覧」（以下、「基本的機能一覧」という。） 

 「消防指令システムの調達仕様書ひな形」（以下、「調達仕様書ひな形」という。） 

 「消防機関への緊急通報に係る標準インターフェイス標準仕様書」（以下、「緊急通報標準イン

ターフェイス」という。） 

 「ＩＰ無線に係る標準インターフェイス標準仕様書」（以下、「ＩＰ無線標準インターフェイス」とい

う。） 

 「ＡＶＭに係る標準インターフェイス標準仕様書」（以下、「ＡＶＭ標準インターフェイス」という。） 

 「消防本部間位置情報転送時のユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書」（以下、「ユーザ・ユーザ

情報（ＵＵＩ）定義書」という。） 

 「標準化されたデータ要件」 

上記８文書は、今回新たに作成した文書であるため、消防本部職員が各文書を確認する際に解釈に迷

う箇所や、業務の中でどのように文書を活用していけばよいかわからないといった疑問が生じる可能性が

ある。 

以上のことから本導入手順書（以下、「本書」という。）は、上記８文書について、消防本部における理解

の支援、活用推進を図る目的で作成している。 

 

① 本書での解説対象 

本書の解説対象である８文書の概要を表 １-１に示す。各文書の詳細、及び読み方は２.「各文書

の解説」をご参照いただきたい。 

 

                             
1 消防庁が事務局となり、令和２年度から実施している消防指令システムの高度化などに向け、消防指令システムの将来的

なあり方・取組方針及び消防指令システムと外部システムを接続するための標準インターフェイスなどについて検討を行う会

議体 



［S8-01］消防指令システムの導入手順書.pdf 

【１目的と概要(１)本書の目的と概要】 

- 2 - 
 

表 １-１ 解説対象文書の概要 

対象文書 概要 

 

 

・通信指令業務の大まかなフローについて、

標準的なモデルを整理したもの。 

・消防本部によって実施状況が異なる場合が

多い業務については、フロー中に注釈などを

入れて補足説明を記載している。 

・実施パターンが分かれる業務については、

複数のフローを設定することで業務の多様性

に配慮の上作成している。 

・標準業務フローは、各消防本部にてそれぞ

れの業務の実態に合った業務フローを作成す

るために参考とする文書である。 

 

 

・標準的な通信指令業務のモデルを踏まえ、

消防指令システムに求められる基本的な機能

を一覧で整理したもの。 

・システム型別（離島型/Ⅱ型/Ⅲ型）で具備状

況が異なる機能や事業者によって具備状況

が異なる機能については、一覧上で印付けを

行っている。 

・消防本部では、基本的機能一覧からそれぞ

れの実態に合わせ必要な機能を選択し、自消

防本部の「消防指令システムの機能一覧」を

作成するための文書である。 

・なお、「基本的機能一覧」以外の機能を具備

することを禁止するものではない。 

 

 

・消防指令システムの刷新を想定し、調達仕

様書で記載される要件ごとに記載例を示した

ひな形。 

・基本的機能一覧を調達仕様書ひな形の別紙

１として活用している。 

・各消防本部で必要な要件の追加や不要な要

件の削除など、カスタマイズを実施することを

前提としたもの。 

・消防本部では、調達仕様書ひな形からそれ

ぞれの実態に合わせ必要な要件を選択し、自
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対象文書 概要 

消防本部の「調達仕様書」を作成するための

文書である。 

 

 

・消防機関への緊急通報に係る標準インター

フェイスのシステム構成や機能要件などの標

準仕様を定義したもの。 

・本仕様書を基に、消防本部は消防機関への

緊急通報に係る標準インターフェイスを実装

するか検討する。 

・シーケンスなどの詳細な仕様を定義する別

紙１～４とともに、消防機関への緊急通報に

係る標準インターフェイス標準仕様書群とす

る。 

 

 

・ＩＰ無線に係る標準インターフェイスのシステ

ム構成や機能要件などの標準仕様を定義し

たもの。 

・本仕様書を基に、消防本部はＩＰ無線に係る

標準インターフェイスを実装するか検討する。 

・シーケンスなどの詳細な仕様を定義する別

紙１～６とともに、ＩＰ無線に係る標準インター

フェイス標準仕様書群とする。 
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対象文書 概要 

 

 

（令和６年度作成予定文書） 

・ＡＶＭに係る標準インターフェイスのシステム

構成や機能要件などの標準仕様を定義したも

の。 

・本仕様書を基に、消防本部はＡＶＭに係る標

準インターフェイスを実装するか検討する。 

 

 

・消防本部間の位置情報転送実現に向けて、

位置情報転送の際の転送フォーマットを定義

する文書。 

・本文書の定義内容を調達仕様書に定義す

る。 

 

① 移行ファイル構成表・関連図 

 

 

 

 

 

・消防指令システムを移行する際の中間的な

データ仕様を定義した文書群。 

・消防本部では本文書群を調達仕様の一部と

し、消防指令システム事業者はその記載内容

に準拠してデータを移行する。 

・以下の３文書から構成される。 

① 標準化されたデータ要件_移行ファイル

構成表・関連図 

・移行ファイル名の一覧とともに、移行ファイル

の説明、移行ファイルごとの関連などを示した

もの。 
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対象文書 概要 

② データ項目一覧表 

 

③ コード構成表・一覧表 

 

② 標準化されたデータ要件_データ項目一

覧表 

・移行ファイルに含まれるデータ項目名称やＩ

Ｄ、データ項目ごとの属性情報を定義して一

覧化したもの。 

 

 

 

③ 標準化されたデータ要件_コード構成表・

一覧表 

・データの値として使用されるコードと、指定さ

れたコード値を一覧化したもの。 

 

② 解説対象文書の活用 

①「本書での解説対象」に記載している解説対象文書群について、消防指令システムの刷新を行

う際に発生する業務の過程で活用できると考えており、本書では消防指令システムの刷新に係る一

連の業務を「要件定義」「予算要求」「移行計画」「調達」の４つのフェーズに区分している。（消防本

部によって各フェーズの実施順序は前後する可能性がある。） 

どのフェーズでどの解説対象文書が活用できるかについては図 １-１をご参照いただきたい。 

なお、各活用場面、及び活用方法などの詳細は本書の３.「各文書の活用案」に記載している。 
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図 １-１ 解説対象文書の活用フェーズ 

 

 

③ 本書の概要 

本書では、①「本書での解説対象」に記載している解説対象文書について、各文書の読み方や記

載内容、消防本部における活用事例を提示している。 

本書の解説内容の概要と参照先を表 １-２に示す。 

 

表 １-２ 本書の概要 

章目 項目 項目タイトル/概要 対象文書 参照頁 

１章 

目的と概要 

（１） 本書の目的と概要 

本書の作成目的や記載事項の概要、本

書で使用している用語の定義などを記載

している。 

- Ｐ.１-

Ｐ.10 

（２） 本書の位置付け 

本書の位置づけを記載している。 

- Ｐ.11 

２章  

各文書の解

説 

（１） 標準業務フローの解説 

・標準業務フローの基本情報や文書構成

について記載している。 

・フローチャートに馴染みのない読者を想

標準業務フロー Ｐ.12-

Ｐ.16 
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章目 項目 項目タイトル/概要 対象文書 参照頁 

定し、標準業務フローの読み進め方につ

いて解説している。 

（２） 基本的機能一覧の解説 

・基本的機能一覧の基本情報や文書構成

について記載している。 

基本的機能一覧 Ｐ.17-

Ｐ.18 

（３） 調達仕様書ひな形の解説 

・調達仕様書ひな形の基本情報や目次構

成について記載している。 

・調達仕様書に馴染みのない読者を想定

し、調達仕様書の概要や、調達仕様書ひ

な形の読み進め方について解説してい

る。 

調達仕様書ひな形 Ｐ.19-

Ｐ.25 

（４） 緊急通報標準インターフェイスの解説 

・緊急通報標準インターフェイスの基本情

報や文書構成を記載している。 

緊急通報標準イン

ターフェイス 

Ｐ.26 

（５） ＩＰ無線標準インターフェイスの解説 

・ＩＰ無線標準インターフェイスの基本情報

や文書構成を記載している。 

ＩＰ無線標準インタ

ーフェイス 

Ｐ.27 

（６） ＡＶＭ標準インターフェイスの解説 

・ＡＶＭ標準インターフェイスの基本情報

や文書構成を記載している。 

ＡＶＭ標準インター

フェイス 

Ｐ.28 

（７） ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書の解説 

・ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書の基

本情報や文書構成を記載している。 

・位置情報転送の仕組みや、位置情報転

送に利用するＵＵＩフォーマット、及び位置

情報転送に係るコスト・期間について補足

している。 

ユーザ・ユーザ情

報（ＵＵＩ）定義書 

Ｐ.28-

Ｐ.37 

（８） 標準化されたデータ要件の解説 

・消防指令システムにおける「標準化され

たデータ要件」の基本情報や文書構成を

記載している。 

標準化されたデー

タ要件 

Ｐ.37-

Ｐ.42 

３章  

各文書の活

用案 

（１） 活用の概要 

本書の解説対象を、消防本部における消

防指令システム刷新の要件定義から調達

までの流れ※で、どのように活用されるか

- Ｐ.43-

Ｐ.45 



［S8-01］消防指令システムの導入手順書.pdf 

【１目的と概要(１)本書の目的と概要】 

- 8 - 
 

章目 項目 項目タイトル/概要 対象文書 参照頁 

の全体像を記載している。 

※要件定義から調達までの業務をフェー

ズ１からフェーズ４に区切り整理している。 

（２） フェーズ１要件定義における活用 

フェーズ１（要件定義）で活用する文書の

活用方法、活用手順を記載している。 

・標準業務フロー 

・基本的機能一覧 

・緊急通報標準イ

ンターフェイス 

・ＩＰ無線標準インタ

ーフェイス 

・ＡＶＭ標準インタ

ーフェイス 

・ユーザ・ユーザ情

報（ＵＵＩ）定義書 

Ｐ.46-

Ｐ.64 

（３） フェーズ２予算要求における活用 

フェーズ２（予算要求）で活用する文書の

活用方法、活用手順を記載している。 

・標準業務フロー 

・基本的機能一覧 

Ｐ.65-

Ｐ.68 

（４） フェーズ３移行計画における活用 

フェーズ３（移行計画）で活用する文書の

活用方法、活用手順を記載している。 

調達仕様書ひな形 Ｐ.69-

Ｐ.70 

（５） フェーズ４調達における活用 

フェーズ４（調達）で活用する文書の活用

方法、活用手順を記載している。 

・調達仕様書ひな

形 

・緊急通報標準イ

ンターフェイス 

・ＩＰ無線標準インタ

ーフェイス 

・ＡＶＭ標準インタ

ーフェイス 

・ユーザ・ユーザ情

報（ＵＵＩ）定義書 

・標準化されたデ

ータ要件 

Ｐ.71-

Ｐ.80 
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④ 用語の定義 

本項目では、本書で繰り返し出てくる用語や、読み手によって理解にバラツキが生じる可能性があ

る用語を対象に、表 １-３に定義を記載している。 

 

表 １-３ 用語の定義 

Ｎｏ.  記載箇所 用語 定義 

１ 本書全体 

 

標準業務フロー 文書名：通信指令業務の標準的な業務フロー 

通信指令業務の大まかなフローについて、標準的なモデ

ルを整理した文書。（本書の解説対象文書） 

２ 基本的機能一覧 文書名：消防指令システムの基本的な機能の一覧 

全国の消防本部に対する調査などから作成した標準的な

通信指令業務モデルより、消防指令システムに求められ

る基本的な機能を整理した文書。（本書の解説対象文

書） 

３ 調達仕様書ひな形 文書名：消防指令システムの調達仕様書ひな形 

消防指令システムの刷新に係る調達仕様書を想定し、記

載される要件の記載例を示した文書。（本書の解説対象

文書） 

４ 標準ガイドライン デジタル庁が公表する「デジタル・ガバメント推進標準ガ

イドライン」のこと。 

５ ＵＵＩ ユーザ・ユーザ情報。電話回線加入者間において、電話

回線を通した半角 128 文字分のテキストデータのやり取

りができるＮＴＴ社のサービス。 

６ 標準化されたデータ

要件 

消防指令システム移行時の移行データの中間的なレイア

ウトを定義した文書群（本書の解説対象文書）。「移行ファ

イル構成表・関連図」、「データ項目一覧表」、「コード構成

表・一覧表」から構成される。 

７ ３．各文書

の活用案 

予算要求 次年度予定している事業について、いくらの予算が必要

かを調査し、会計課・財政課などの予算編成部署へ必要

書類を揃えて予算を要求する業務のこと。なお、本文書

において予算要求は「システム調達」に関する予算要求

を指す。 

８ 情報提供依頼（ＲＦＩ） 情報システムの整備、管理、及びこれらに伴うサービス・

業務改革に関し、事業者へ情報提供を求めること。 

９ 要件定義 情報システムなどに関する調達（情報システムの設計・構

築、機能改修などの調達）を行うに当たって、必要な要件

を明確に定義する行為のこと。 
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Ｎｏ.  記載箇所 用語 定義 

10 要件定義書 要件定義で明確にした要件（機能・非機能要件など）を整

理した文書のこと。 

11 カスタマイズ 本書では、解説対象文書（標準業務フロー・基本的機能

一覧・調達仕様書ひな形）を自消防本部の実態や要望な

どに合わせて修正を行っていく行為をカスタマイズと呼称

している。 
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(２) 本書の位置づけ 

本書は、消防指令システムの高度化等に向けた検討の中で作成した８文書の補足文書として作成して

いる。位置づけのイメージを図 １-２に示す。 

 

 

図 １-２ 本書の位置づけ 
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２ 各文書の解説 

本章では、解説対象である８文書それぞれの構成や読み方を解説する。 

各文書の確認前や確認途中で不明点などがある場合に、本章をご確認いただきたい。 

 

(１) 標準業務フローの解説 

① 基本情報 

表 ２-１に標準業務フローの基本情報を記載する。 

標準業務フローについての作成目的や想定される使用者などを理解したい場合にご確認いただき

たい。 

 

表 ２-１ 標準業務フローの基本情報 

項目 内容 

作成目的  消防本部における通信指令業務の基本的な業務・業務の流れを明確に

し、消防指令システム刷新時の仕様検討などを円滑に実施できること。 

 消防本部では、本文書を基に各消防本部の実態に合わせた業務フロー

を作成することを想定している。 

使用者の想定 消防本部のシステム担当者（調達業務実施者）。 

消防本部による活

用方法（想定） 

本書の３.「各文書の活用案」で、消防本部における標準業務フローの活用方

法・手順案を記載している。 

【ご参考】 

標準業務フローの

作成手順 

標準業務フローは、以下（ア）～（ウ）の流れで作成した。 

(ア) 複数の消防本部へのヒアリング結果などを基に標準業務フローの素案

を作成。 

(イ) 全国消防本部に対するアンケート調査（令和４年４月）や消防指令システ

ム事業者への意見確認を実施し、標準的な業務フローとしての妥当性

や過不足（過剰な記載がないか又は記載が不足していないか）を確認。 

(ウ) （イ）の確認結果を踏まえ素案を更新、最終化。 

補足事項 標準業務フローは、フローの国際基準であるＢＰＭＮ方式 2で作成している。 

 

② 記載内容 

標準業務フローでは、冒頭に業務フローの概要、その後、通信指令業務に係る標準的な業務フロ

ーが記載されている。 

標準業務フローの文書構成・記載内容を、表 ２-２に示す。 

 

                             
2 ＢＰＭＮ方式：業務プロセスの開始から完了までの一連の手順を視覚的にモデル化するフローチャートの作成手法の一つ。 
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表 ２-２ 標準業務フローの記載構成 

頁 記載項目 記載内容のサマリ 

２～

５ 

業務フロー概要 ・標準業務フローにおけるフローの記載区分（通信指令業務の全

体像、火災・救助など）に関する説明。 

・標準業務フローで使用するアイコンの定義。 

６～

14 

共通的な業務フロー ・通信指令業務のうち、入電受付/事案作成/災害地点決定/災害

種別決定/出動隊編成/出動指令/事案終了を共通的な業務とし

て整理しフローを記載。 

・以上の業務のうち、事案終了以外の業務フローを記載（事案終

了フローはＰ.29）。 

15

～

19 

個別の業務

フロー 

火災 火災入電時の出動から鎮圧・鎮火までの一連の消火活動と活動

に伴う指令台の動きをフロー化し記載。 

20

～

22 

救助・調

査警戒 

救助・調査警戒入電時の出動から活動終了までの一連の救助活

動と活動に伴う指令台の動きをフロー化し記載。 

※救助、及び調査警戒業務については、業務の流れが類似して

いることから一本化して記載している。 

23

～

28 

救急 救急入電時の出動から搬送先受入れまでの一連の救急活動と

活動に伴う指令台の動きをフロー化し記載。 

29

～

31 

共通的な業務フロー 

（事案終了） 

通信指令業務のうち、引揚、事案終了処理、他システムへの連携

までの事案終了時の流れをフロー化し記載。 

32

～

33 

大規模災害に係る業務フ

ロー 

通信指令業務のうち、大規模災害時のモード切替えをした際の業

務をフロー化し記載。 

 

③ 補足情報 

本項目では、フローチャートに馴染みのない読者を想定し、標準業務フローの読み進め方につい

て解説する。 

以降、標準業務フローからの抜粋を用いて標準業務フローの読み進め方を記載しているが、まず

標準業務フローを読み進める前の準備として、次の（ア）事前確認事項で示すフロー中で使用してい

るアイコンの意味をご認識いただきたい。 
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(ア) 事前確認事項 

標準業務フローでは、フロー作成の国際基準であるＢＰＭＮ方式でフローを記載している。フ

ロー内で扱われるアイコンとその意味を、図 ２-１ に示す。 

 

 

 
図 ２-１ フロー中のアイコン 3 

 

  

                             
3 「通信指令業務の標準的な業務フロー」Ｐ．５より抜粋 
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(イ) 標準業務フローの読み方 

アイコンの理解を基に、標準業務フローから抜粋したフローを例として、①～⑤の手順で標準

業務フローの読み進め方を記載する。 

 

  

 

 

 

 
STEP１：登場人物を把握する 

フローの上部（レーン）を参照し、フローでの登場人物（業務の実施主体や連携先など、業務に関

連してくる組織）を確認する。ここでは、「署所/消防隊（車両）」「消防指令センター」「外部連携（他

システムなど）」が業務に関連する登場人物となることが読み取れる。 

 

レーン 
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STEP２:矢印に沿って読む 

フローの始まり（開始イベント）は  で表記しており、  から矢印を読み進める。 

   

 

※フローは実線に沿って読み進める。なお、破線 ----- はメッセージフローと呼ばれ、登場人物間

でのやり取りを表している。下の場合は指令台のタスクアイコン（③で後述）が情報送信を意味して

いるため、「指令台」で「本指令」を行い、「車両」に対し「無線（音声合成・肉声）・データ指令（ＡＶ

Ｍ）」が発信されると読み取る。 

 
 

矢印の先には、タスクとして角丸四角形があり、作業や処理を表している。なお、タスクが「消防指

令センター/指令台」のレーン（列）にあるので、この場合は「消防指令センターの指令台で入電受

付を行う」と読み取る。 

 

次に現れるひし形はゲートウェイと呼ばれ、フローの条件による分岐を表している。この場合は、折 

り返し連絡の要否（条件）により、次の処理や作業が異なっている（分岐している）ことが読み取れ

る。 

 

※本フローでは、次の２種類のゲートウェイを使用している 

・    ：複数の中から１つ選択し実行する処理 

・    ：複数の処理全てを実行する処理 

 

終了イベントの図形    でフローが終了する。 

開始イベント

 
ゲートウェイ(フローの分岐を表す) 

 

タスク（作業や処理を表す） 

 

 

メッセージフロー（やり取りを表す） 
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(２) 基本的機能一覧の解説 

① 基本情報 

表 ２-３に基本的機能一覧の基本情報を記載する。 

基本的機能一覧についての作成目的や想定される使用者などを理解したい場合にご確認いただ

きたい。 

 

表 ２-３ 基本的機能一覧の基本情報 

項目 内容 

作成目的 ・消防指令システムに備えるべき基本的な機能・定義を明確にすることで、消防

本部における消防指令システム刷新時の仕様検討などを円滑に実施できる。 

・消防本部では、この中から必要な機能を選択することで、独自の機能一覧を

作成することを想定している。（本機能一覧以外の機能を取り入れることを禁止

するものではない） 

使用者の想定 消防本部のシステム担当者（調達業務実施者）。 

消防本部による

活用方法（想定） 

本書の３.「各文書の活用案」で、消防本部における基本的機能一覧の活用方

法・手順案を記載している。 

【ご参考】 

基本的機能一覧

の作成手順 

基本的機能一覧は、以下(ア)～（ウ）の流れで作成した。 

(ア) 標準業務フローを基に、消防指令システムに求められる基本的な機能を整

理し、基本的機能一覧の素案を作成。 

(イ) 全国消防本部に対するアンケート調査（令和４年４月）や消防指令システム

事業者への意見確認を実施し、消防指令システムの基本的な機能として

の妥当性や過不足（過剰な記載がないか、又は記載が不足していないか）

を確認。 

(ウ) （イ）の確認結果を踏まえ、素案を更新。 

補足事項 ・基本的機能一覧は消防指令システムに求められる基本的な機能として整理し

ている文書であるため、消防業務システム（ＯＡシステム）・消防救急デジタル無

線に具備される機能は記載していない。 

 

② 記載内容 

基本的機能一覧は、Ａ：機能と概要、Ｂ：機能を実装する装置の紐づけ、Ｃ：機能の必要性検討、Ｄ:

機能と業務の紐づけという大きく４つの内容で記載されている。 
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A：機能の概要 

消防指令システムが具備する基本的な機能を３段階の業務分類の最小粒度（小分類）ごとに、機能分

類、機能名及び機能の概要の定義を行った。 

※本一覧表について、基本的な機能として記載して違和感がないかなどの記載内容の妥当性には、全

国消防本部へのアンケートや事業者へ意見確認した結果を反映しているものの、あくまでも消防指令シ

ステムで具備する機能の標準を示した内容であるため、各機能を具備しているか、具備する必要がある

かについては各消防本部で検討することを想定している。 

C：機能の必要性検討 

全国消防本部へのアンケート結果や事業者への意見確認結果より判明した、一部の事業者では提供し

ていない機能、一定数の消防本部では実装されていない機能については、システム刷新や新システム構

築時のシステム仕様の検討を行う際に機能の要否を判断することが望ましいことから、それら機能がわ

かるよう本欄にて判別できるように整理している。 

D：機能と業務の紐づけ 

各機能について、通信指令業務のどのタイミングで必要とされるかを整理しており、ここでの業務は、標

準業務フロー作成時に整理した標準的な通信指令業務（青塗の業務項目）と通信指令業務ではないもの

の、システムの運用上必要不可欠な業務として保守・メンテナンス系業務（緑塗の業務項目）を記載する

こととしている。 

B：機能を実装する装置の紐づけ 

・本一覧表について、本書の解説対象文書としている調達仕様書ひな形の３.（１）「機能要件」の別紙１

「新消防指令システムに求める機能一覧」として活用している。 

・調達仕様書ひな形３.（２）「装置要件」では装置一覧を記載しており、機能を実現する装置を指定したい

場合に装置一覧の装置 No.と紐づけを行う目的で作成している整理列である。 

・機能を実現する装置を指定する場合、ベンダーロックインが生じる可能性があるため、事業者へ実現可

否を事前に確認するなど、検討のうえご指定いただきたい。 
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(３) 調達仕様書ひな形の解説 

① 基本情報 

表 ２-４に調達仕様書ひな形の基本情報を記載する。 

調達仕様書ひな形についての作成目的や想定される使用者などを理解したい場合にご確認いた

だきたい。 

 

表 ２-４ 調達仕様書ひな形の基本情報 

項目 内容 

作成目的 消防本部が消防指令システムの調達仕様書を作成する際の作業負荷の

軽減を目的に作成している。 

使用者の想定 消防本部のシステム担当者（調達業務実施者）。 

消防本部による活用

方法（想定） 

本書の３.「各文書の活用案」で、消防本部における調達仕様書ひな形の

活用方法・手順案を記載している。 

【ご参考】 

調達仕様書ひな形の

作成手順 

調達仕様書ひな形は、以下（ア）～（ウ）の手順で作成している。 

(ア) デジタル・ガバメント推進標準ガイドライン 4と一部消防本部で過去使

用した実際の調達仕様書などを基に、調達仕様書ひな形の素案を作

成。 

(イ) 一部消防本部や消防指令システム事業者への確認を実施し、消防指

令システムの調達仕様書としての妥当性や過不足（過剰な記載がな

いか又は記載が不足していないか）を確認。 

(ウ) （イ）の確認結果を踏まえ素案を更新、最終化。 

補足事項 ・調達仕様書ひな形は、記載例を示したひな形であり、各消防本部で作成

する調達仕様書に対して記載内容の準拠や整合を求めるものではない。 

・調達仕様書ひな形では、別途消防庁が定義する緊急通報標準インターフ

ェイスの実装、及び標準化（クラウド活用）された消防業務システムとの接

続を想定した記載としている。 

 

  

                             
4 デジタル・ガバメント推進標準ガイドライン：デジタル庁が公表する、政府情報システムの整備及び管理に関するルール

として順守する内容や実践ガイドを定義した文書 
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② 記載内容 

調達仕様書ひな形は本紙と別紙１・２・３で構成されている。 

調達仕様書ひな形本紙の目次構成を表 ２-５、別紙の概要を表 ２-６に示す。 

 

表 ２-５ 調達仕様書ひな形の目次構成 

章目 記載項目 別紙（表２－６で補足） 

第１章：調達案件の概

要 

（１）調達件名 - 

（２）調達の背景 - 

（３）調達目的及び調達の期待する効果 - 

（４）通信指令業務・消防指令システムの概

要 

- 

（５）契約期間 - 

（６）作業スケジュール - 

第２章：調達案件及び

関連調達案件 

（１）調達範囲 - 

（２）システム要件 - 

第３章：新消防指令シ

ステムに求める要件 

（１）機能要件 別紙１「新消防指令システ

ムに求める機能の一覧」 

（２）装置要件 

 

 

別紙２「新消防指令システ

ムに求める装置要件」 

（３）非機能要件 - 

（４）画面要件 - 

（５）帳票要件 - 

（６）データ要件 - 

（７）インターフェイス要件 別紙３「外部インターフェイ

ス一覧」 

第４章：作業の実施内

容 

（１）設計・開発実施計画書等の作成 - 

（２）設計 - 

（３）開発・テスト - 

（４）移行 - 

（５）機器据付・調整作業 - 

（６）引継ぎ - 

（７）運用保守に係る要件 - 

（８）定例会等の実施 - 

（９）提出図書 

 

- 
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章目 記載項目 別紙（表２－６で補足） 

第５章：作業の実施体

制・方法 

（１）作業実施体制 - 

（２）作業員に求める資格等の要件 - 

（３）作業場所 - 

（４）作業の管理に関する要領 - 

第６章：作業の実施に

当たっての遵守事項 

（１）機密保持、資料の取扱い - 

（２）個人情報の取扱い - 

（３）法令等の遵守 - 

（４）システム監査 - 

第７章：成果物の取扱

いに関する事項 

（１）知的財産権の帰属 - 

（２）契約不適合責任 - 

（３）検収 - 

第８章：入札参加資格

に関する事項 

（１）競争参加資格 - 

（２）公的な資格や認証等の取得 - 

（３）受注実績 - 

（４）複数事業者による共同入札 - 

（５）履行可能性審査に関する要件 - 

（６）入札制限 - 

第９章：再委託に関す

る事項 

（１）再委託の制限及び再委託を認める場合

の条件 

- 

（２）承認手続 - 

（３）再委託先の契約違反等 - 

第 10 章：その他特記

事項 

（１）入札公告期間中の資料閲覧等 - 

（２）その他 - 

 

表 ２-６ 調達仕様書ひな形別紙の概要 

調達仕様書ひな形の別紙 別紙の概要 別紙が紐づく調達仕様書

ひな形の項目 

別紙１ 新消防指令シス

テムに求める機

能の一覧 

・調達対象となる新たな消防指令システム

に求める機能の一覧を別紙として整理した

もの。 

・本書の解説対象文書の一つでもある、基

本的機能一覧を調達仕様書ひな形の別紙

として活用している。 

・なお、基本的機能一覧はあくまでも現行

の消防指令システムの基本的な機能を整

第３章（１）機能要件 
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調達仕様書ひな形の別紙 別紙の概要 別紙が紐づく調達仕様書

ひな形の項目 

理したものであるため、実際の調達シーン

では、各消防本部で実現したい機能の追

加や不要な機能の削除などのカスタマイズ

が行われたものが、別紙１となることを想

定している。（本書３.「各文書の活用案」に

詳細を記載） 

別紙２ 新消防指令シス

テムに求める装

置要件 

・調達対象となる新たな消防指令システム

に求める装置の一覧・要件を別紙として整

理したもの。 

・別紙１「新消防指令システムに求める機

能の一覧」と同様に、実際の調達シーンに

おいては、各消防本部で必要な装置の追

加・削除などのカスタマイズが行われるこ

とを想定したもの。 

第３章（２）装置要件 

別紙３ 外部インターフェ

イス一覧 

・関連システムとの接続に関する要件を一

覧化したもの。 

・各消防本部で作成することを想定してお

り、記載項目と記載例を示している。 

第３章（７）インターフェイ

ス要件 

 

③ 補足情報 

本項目では、調達仕様書ひな形の読み進め方について解説を行う。 

まずは、調達仕様書ひな形を読み進める前の準備として、「調達仕様書」とはそもそも何を目的とし

た文書か、どのような内容が記載される文書かをご確認いただきたい。 

以降は調達仕様書ひな形の解説ではなく、初めてシステム調達に携わる職員様に向けた基礎知

識の説明になるため、既知の内容である場合は（イ）「調達仕様書ひな形の読み方」の内容よりご確

認いただきたい。 
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(ア) 「調達仕様書」に関する基礎知識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調達仕様書とは 

 

 調達仕様書は、調達するシステムの機能・サービスなどを定義し、それを内外部の利害関

係者と共有するための文書である。 

 自治体内部では、調達仕様書を通じて、調達するシステムの機能・サービスが、事業の目

的やユーザのニーズなどに照らし合わせて必要十分なものになっているかを確認し、予算

執行の正当性を確認するために用いられる。 

 対外的には、受注候補業者（提案業者）に対して、必要なシステムの機能・サービスを明示

し、各社の設計、提案を促すために用いられる。 

 通常、受注業者の選定は調達仕様書を基に受注候補業者が作成する提案書や見積もりを

評価して行う。また、受注業者選定後の契約行為でも、調達仕様書を基に交渉・調整が行

われる。 
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調達仕様書に求められること  

 

 分かりやすいこと 

調達仕様書は、多くの関係者に読まれることが想定されるため、誰が読んでも理解が可能

な文章で記述される必要がある。 

少なくとも、インターネットや一般に入手可能な書籍などを参考にすれば理解できるものを

書くことを心掛け、一般的でないと思われる用語を使用する場合は、用語を定義する、注釈

を設けるなどの対応が必要である。 

 

 必要事項が網羅されていること 

 調達仕様書においては、調達したいものが確実に調達できるように必要事項を網羅的に記

載する必要がある。 

多くの調達仕様書には、次のような内容が記載されている。 

(ア) 調達の背景（現状の課題）と目的 

・そのシステムは、どのような課題を解決するために導入しようとしているのか 

・事業の目的はどこにあるのか 

(イ) 調達における方針（基本的な考え方）・前提条件 

・システムを導入して課題の解決を行う上で重視する基本的な考え方 

・導入のスケジュール 

(ウ) 調達要件 

 ・基本要件：契約期間/システムの利用者・利用場所・利用時間/参加資格など 

・システムに係る要件：機能要件/装置要件/非機能要件など 

 ・人的サービスに係る要件：プロジェクト管理/研修/運用保守/ヘルプデスクなど 

 

 提案業者に適度な自由度が与えられていること 

 調達のゴールは、限られた時間、限られた予算を最大限に活用して、最大の成果あるいは

費用対効果をあげることができるシステムを調達することにある。 

そのため要件の記載においては、要件の重要度と最低達成ラインを明確にして、提案業

者にとって最も価値のある提案ができる余地を残しておくことが重要である。 

自由度が少ない仕様になればなるほど調達コストは高くなると同時に、あまりに難易度が

高い要件を盛り込み過ぎると、提案業者が辞退することとなり、不調達という結果を招くこと

にもつながる。 

また、新たに導入するシステムに現行システムと同等の仕様（要件）を求める場合に、「〇

〇については、現行システムと同等とする」と記載される場合があるが、現行システムを構築

した事業者しか参入できず調達の競争性を低下させてしまう可能性があるため注意が必要

である。 
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(イ) 調達仕様書ひな形の読み方 

本項目では、調達仕様書ひな形を読み進めていく際に認識が必要となる３つのポイントを、調

達仕様書ひな形から一部抜粋した文章を用いて説明する。 

 

＜緑文字表記＞ 

 

 

 

＜補足コメント＞ 

 

 

 

 

 

 

  

 緑文字の記載は、各消防本部で調達ごとに実態に合わせて記載する箇所として

いる 

 ｘｘ表記の箇所は、各消防本部で実態に合わせて名称や数値を記載する箇所と

している 

 「なぜこのような記載にしているか」、「この項目ではどのような要件の記載を想

定しているか」など、理解の上で補足が必要な箇所は、文書中に適宜コメント

形式（【補足〇-〇】）で補足している 
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(４) 緊急通報標準インターフェイスの解説 

① 基本情報 

表 ２-７に緊急通報標準インターフェイスの基本情報を記載する。 

緊急通報標準インターフェイスについての作成目的や想定される使用者などを理解したい場合に

ご確認いただきたい。 

 

表 ２-７ 緊急通報標準インターフェイスの基本情報 

項目 内容 

作成目的 消防指令システムが近年のＩＣＴ進展を踏まえ、緊急通報手段の多様化

に対応することを目的に作成している。 

Ｎｅｔ119 緊急通報システムやオペレーターを介した自動車緊急通報サー

ビスなどの通報手段（以下、「緊急通報サービス」という）と消防指令シス

テム間のインターフェイス仕様を定義するもの。なお、IP 電話(050)や衛

星電話については適切な消防本部への接続を担保できないという観点

から継続検討とした。 

使用者の想定 消防本部のシステム担当者（調達業務実施者）。 

消防本部における活用

方法（想定） 

本書の３.「各文書の活用案」で、消防本部における緊急通報標準インタ

ーフェイスの活用方法・手順案を記載している。 

 

② 記載内容 

緊急通報標準インターフェイスは、システム構成や機能要件、プロトコルなどを定義している標準

仕様書と、送受信されるデータの仕様など詳細部分を定義している別紙群で構成している。 

別紙群の文書構成、概要は以下のとおり。 

 別紙１システム関連図：標準インターフェイスを介して通信を行うシステムの関連図 

 別紙２インターフェイス一覧：標準インターフェイスにおけるインターフェイス（送受信デー

タ）の一覧 

 別紙３インターフェイス項目一覧：各インターフェイスに含まれるデータ項目、データの属

性情報（データ項目の説明、桁数や表記など） 

 別紙４シーケンス図：標準インターフェイスにおける各システム間の通信の向き、順序、

内容 

なお、緊急通報標準インターフェイスを利用して消防指令システムと接続する緊急通報サービスに

対し、一定の条件を求める「消防機関が緊急通報サービスに求める条件」もあわせて作成し公表し

ている。 
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(５) ＩＰ無線標準インターフェイスの解説 

① 基本情報 

表 ２-８にＩＰ無線標準インターフェイスの基本情報を記載する。 

ＩＰ無線標準インターフェイスについての作成目的や想定される使用者などを理解したい場合にご

確認いただきたい。 

 

表 ２-８ ＩＰ無線標準インターフェイスの基本情報 

項目 内容 

作成目的 消防本部の現場活動におけるモバイル網を利用した通信手段の活用に

よる現場通信手段の多様化を目的としている。ＩＰ無線と消防救急デジタ

ル無線（無線回線制御装置）間のインターフェイス仕様を定義するもの。 

使用者の想定 消防本部のシステム担当者（調達業務実施者）。 

消防本部における活用

方法（想定） 

本書の３.「各文書の活用案」で、消防本部におけるＩＰ無線標準インター

フェイスの活用方法・手順案を記載している。 

 

② 記載内容 

ＩＰ無線標準インターフェイスは、システム構成や機能要件、プロトコルなどを定義している標準仕

様書と、送受信されるデータの仕様など詳細部分を定義している別紙群で構成している。 

別紙群の文書構成、概要は以下のとおり。 

 別紙１外部インターフェイス一覧：標準インターフェイスにおけるインターフェイス（送受信

データ）の一覧 

 別紙２外部インターフェイス項目説明：各インターフェイスに含まれるデータ項目、データ

の属性情報（データ項目の説明、桁数など） 

 別紙３外部インターフェイス処理説明：標準インターフェイスにおける一般的な処理の流

れ 

 別紙４外部システム関連図：標準インターフェイスを介して通信を行うシステムの関連図 

 別紙５電文一覧：標準インターフェイスを介して送受信されるデータの電文（メッセージ）

内容の一覧、及び定義 

 別紙６機能別シーケンス図：標準インターフェイスにおける各システム間の通信の向き、

順序、内容（機能別） 
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(６) ＡＶＭ標準インターフェイスの解説 

（「ＡＶＭに係る標準インターフェイス標準仕様書」は、令和６年度末の公表を予定しているため、本項目

は今後更新される予定である。） 

① 基本情報 

表 ２-９にＡＶＭ標準インターフェイスの基本情報を記載する。 

ＡＶＭ標準インターフェイスについての作成目的や想定される使用者などを理解したい場合にご確

認いただきたい。 

 

表 ２-９ ＡＶＭ標準インターフェイスの基本情報 

項目 内容 

作成目的 消防本部におけるＡＶＭの整備・運用コストの削減を目的としている。Ａ

ＶＭ（車両運用管理装置）と消防指令システム間のインターフェイス仕様

を定義するもの。 

使用者の想定 消防本部のシステム担当者（調達業務実施者）。 

消防本部における活用

方法（想定） 

本書の３.「各文書の活用案」で、消防本部におけるＡＶＭ標準インターフ

ェイスの活用方法・手順案を記載している。 

 

② 記載内容 

ＡＶＭ標準インターフェイスは、システム構成や機能要件、プロトコルなどを定義している標準仕様

書と、送受信されるデータの仕様など詳細部分を定義している別紙群で構成する予定である。 

別紙群の文書構成、概要は以下のとおり。 

 別紙１システム関連図：標準インターフェイスを介して通信を行うシステムの関連図 

 別紙２インターフェイス一覧：標準インターフェイスにおけるインターフェイス（送受信デー

タ）の一覧 

 別紙３インターフェイス項目一覧：各インターフェイスに含まれるデータ項目、データの属

性情報（データ項目の説明、桁数や表記など） 

 別紙４シーケンス図：標準インターフェイスにおける各システム間の通信の向き、順序、

内容 

 

(７) ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書の解説 

① 基本情報 

表 ２-１０にユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書の基本情報を記載する。 

ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書についての作成目的や想定される使用者などを理解したい場合

にご確認いただきたい。 

 

 



［S8-01］消防指令システムの導入手順書.pdf 

【２各文書の解説(７)ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書の解説】 

- 29 - 
 

表 ２-１０ ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書の基本情報 

項目 内容 

作成目的  管轄外の消防本部が受信した 119 番通報を管轄の消防本部に転送

する際、現状位置情報の転送ができないため、口頭で伝達を行ってい

る。このため、位置情報を転送する仕組みの構築についてニーズを確

認している。5（図 ２-２） 

 本検討は、管轄消防本部への 119 番通報転送時における通報者の

位置情報転送を実現することを目的としている。 

 ユーザ・ユーザ情報（UUI）定義書は消防本部間の位置情報転送の仕

組みを実現するためのＵＵＩフォーマットを定義するものである。（図 

２-３） 

使用者の想定 消防本部のシステム担当者（調達業務実施者）。 

消防本部における活

用方法（想定） 

本書の３.「各文書の活用案」で、消防本部におけるユーザ・ユーザ情報（Ｕ

ＵＩ）定義書の活用方法・手順案を記載している。 

 

 

図 ２-２ 消防本部の課題・ニーズ 

 
図 ２-３ 本定義によって目指す姿 

 

                             
5 令和２年度に消防庁で実施した全国消防本部に対するアンケート結果、及び令和４年度検討における消防本部へのヒアリ

ング結果より。 
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② 記載内容 

ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書では、通知する項目、ユーザ・ユーザ情報要素の定義について

記載している。それぞれの章の記載内容の概要を表 ２-１１に示す。 

 

表 ２-１１ ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書の記載構成 

章目 記載内容のサマリ 

１．ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）で通知す

る項目 

 携帯電話を用いた 119 番通報を管轄消防本部へ

転送する際の通知情報とその転送イメージを記載

する。 

 記載内容の補足を③（ア）「位置情報転送の仕組

み」に示す。 

２．ユーザ・ユーザ情報要素の定義につ

いて 

 携帯電話を用いた 119 番通報を管轄消防本部へ

転送する際のユーザ・ユーザ情報要素の構成案と

各情報要素の定義、及び転送情報内容例を記載

する。 

 記載内容の補足を③（イ）「転送フォーマット」に示

す。 

 

③ 補足情報 

本項では、ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書の記載内容の前提となる位置情報転送の仕組みや、

位置情報転送に利用するＵＵＩフォーマットについて補足する。 

 

(ア) 位置情報転送の仕組み 

消防本部間の位置情報転送は、現在携帯電話からの 119 番通報を転送する際に使用されて

いるユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）に位置情報を付加することで実現する 。 

ＵＵＩは、消防機関において 119 番通報呼と同時に発信者番号などを転送することを目的とし

て、消防庁から平成 16 年 11 月 26 日付事務連絡「携帯電話からの 119 番通報の転送時にお

けるＵＵＩフォーマットの統一仕様について」を発出している。現在利用しているＵＵＩフォーマット

は同事務連絡に基づいており、携帯電話からの 119 番通報転送時にＵＵＩを利用して、通報者

の電話番号、通報者が利用している通信事業者名が管轄消防本部に転送される仕様となって

いる。 

管轄消防本部への位置情報の転送は、現在のＵＵＩフォーマットに、通報者の位置情報を付加

することで実現する。 

 

【位置情報】 

 緯度：位置情報通知サーバから取得した緯度 
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 経度：位置情報通知サーバから取得した経度 

 位置精度：位置情報通知サーバから取得した誤差半径の情報 

 

なお、119 番通報の転送時に現行のＵＵＩフォーマットを使用している消防本部の指令台へ、上

記に記載した位置情報を含むＵＵＩを転送した場合でもエラーが発生しないことを消防指令シス

テム事業者に確認済みである。 

また、ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書の１.「ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）で通知する項目」に

おいて定義されている、２次受付消防本部から３次受付消防本部へのＵＵＩ転送については、各

消防本部の運用により定義の要否をご判断いただきたい。 

現在のＵＵＩフォーマットにおける転送情報を表 ２-１２に、本仕組み導入後のＵＵＩにおける転

送情報を表 ２-１３に、本仕組み導入後のイメージを図 ２-４に示す。 

 

表 ２-１２ ＵＵＩを利用して転送される情報（現在） 

 

表 ２-１３ ＵＵＩを利用して転送される情報（本仕組み導入後） 

転送の対象 119 番通報呼と同時に転送される情報 

 携帯電話からの 119 番通報の転送  通報者の電話番号 

 通報者が利用している通信事業者名 

 通報者の位置情報（緯度・経度・位置精度） 

 

転送の対象 119 番通報呼と同時に転送される情報 

 携帯電話からの 119 番通報の転送  通報者の電話番号 

 通報者が利用している通信事業者名 
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図 ２-４ 消防本部間位置情報転送の仕組み 

 

(イ) 転送フォーマット 

本仕組みの実現にあたっては、既存のＵＵＩフォーマットの空き容量を活用し、位置情報を追加

する 6。 

追加する位置情報は、「緯度内容長」、「緯度番号ディジット」、「経度内容長」、「経度番号ディ

ジット」、「位置精度内容長」、「位置精度番号ディジット」である。これらの情報については、転送

時点で位置情報通知サーバから取得した最新のものを管轄消防本部へ転送することとする。 

既存のＵＵＩフォーマットに位置情報を付加する際のイメージを図 ２-５に、ＵＵＩの既存・追加情

報要素、及びその定義を表 ２-１４に、実際に転送される情報内容例を図 ２-６に示す。同内容

についてはユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書をご参照いただきたい。 

表 ２-１４、及び図 ２-６では、以下を例示する。 

                             
6 既存のＵＵＩのフォーマットはＩＰ網が変更される場合も変わらず、空き容量内であればカスタマイズが可能である。既存のＵ

ＵＩフォーマットの容量は 131 オクテットであり、現在は 23 オクテット程度使用している。 
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＜転送情報の内容例＞ 

 ＤＯＣＯＭＯ 090 1234 5678 からの通報 

 緯度 36 度、経度 138 度からの通報 

 位置精度半径５ｍ 

 ユーザ・ユーザ内容長は 46 オクテット 7 

 

 

図 ２-５ ＵＵＩ要素の構成 

  

                             
7 １オクテット＝８ビットの情報量を表す。 
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表 ２-１４ ＵＵＩ要素の定義 

                             
8 「ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ ＡＬＰＨＡＢＥＴ Ｎｏ．５」の略で、情報交換用の符号体系の一種。16 進数の０×００から０×７Ｆまで

の文字を規定する。 
9 ２進数で表現した転送する情報を指す。 例）表２-14 通信事業者情報（ＤＯＣＯＭＯ）は６つの番号ディジット（Ｄ,Ｏ,Ｃ,Ｏ,Ｍ,

Ｏ）を指す。 

情報要素 定義 例 

既

存

要

素 

ユーザ・ユーザ情報要素識別

子 

ユーザ・ユーザ情報を他の情報から識

別するためのもの。 

- 

 

ユーザ・ユーザ内容長 ユーザ・ユーザ内容長以降の全体の内

容の長さを示すもの。 

プロトコル識別子＋消防情報要素識別

子＋通信事業者情報内容長＋通信事

業者情報＋発番号内容長＋番号ディジ

ット＋位置情報内容長＋位置情報番号

ディジットの合計の情報数（オクテット数）

を２進数で表現する。 

46（ユーザ・ユーザ

内容長が 46 桁の場

合）を２進数で表現

する。 

 

プロトコル識別子 ユーザ情報内のユーザ特有のプロトコ

ルを示す。 

- 

消防情報要素識別子 

（ＩＡ５キャラクタコード 8） 

ユーザ・ユーザ情報を使用する他の端

末と区別するために、消防間の情報の

やり取りを示すものとして 119 を指定す

る。 

119（固定値）の３桁

をそれぞれ２進数で

表現する。 

通信事業者情報 内容長 通信事業者の文字の情報数（オクテット

数）を２進数で表現する。 

６（通信事業者名が

６桁の場合）を２進

数で表現する。 

通信事業者情報  

番号ディジット 9 

（ＩＡ５キャラクタコード） 

通信事業者情報４社やＰＨＳ事業者の情

報をＩＡ５キャラクタコードで送る。 

事業者情報の柔軟性を考慮し、可変長

とする。 

ＤＯＣＯＭＯ（通信事

業者ＤＯＣＯＭＯの

場合）のアルファベッ

ト６文字をそれぞれ

２進数で表現する。 

発番号 内容長 

 

発番号の情報数（オクテット数）を２進数

で表現する。 

11（発番号ディジット 

が 11 桁の場合）を２

進数で表現する。 
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番号ディジット 

（ＩＡ５キャラクタコード） 

発番号情報で取得した番号情報を基本

的にそのまま送る。強制取得の発ＩＤが

ある場合は、発ＩＤを優先する。 

09012345678（発番

号 09012345678 の

場合）の 11 桁をそ

れぞれ２進数で表現

する。 

追

加

要

素 

緯度 内容長 位置情報通知サーバから取得した緯度

の情報数（オクテット数）を２進数で表現

する。 

９（緯度番号ディジッ

トが９桁の場合）を２

進数で表現する。 

緯度  

番号ディジット 

（ＩＡ５キャラクタコード） 

位置情報通知サーバから取得した緯度

を、世界測地系、方位＋度表記部＋小

数点＋小数部５桁固定で示す。 

・方位：Ｎ（北緯）、Ｓ（南緯） 

・度表記：可変（１～３桁） 

・小数部：５桁固定 

Ｎ36.00000 （北緯

36 度の場合）のアル

ファベット及び数字９

桁をそれぞれ２進数

で表現する。 

経度 内容長 位置情報通知サーバから取得した経度

の情報数（オクテット数）を２進数で表現

する。 

10（経度番号ディジ

ットが 10 桁の場合）

を２進数で表現す

る。 

経度  

番号ディジット 

（ＩＡ５キャラクタコード） 

位置情報通知サーバから取得した経度

を、世界測地系、方位＋度表記部＋小

数点＋小数部で示す。 

・方位：Ｅ（東経）、Ｗ（西経） 

・度表記：可変（１～３桁） 

・小数部：５桁固定 

Ｅ138.00000（東経

138 度の場合）のア

ルファベット及び数

字 10 桁をそれぞれ

２進数で表現する。 

位置精度 内容長 位置情報通知サーバから取得した誤差

半径の情報数（オクテット数）を２進数で

表現する。 

１（誤差半径が一桁

の場合）を２進数で

表現する。 

位置精度 

番号ディジット 

（ＩＡ５キャラクタコード） 

位置情報サーバから取得した誤差半径

情報をそのまま送る。可変長とする。 

５（誤差半径５ｍの

場合）を２進数で表

現する。 
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図 ２-６ 転送情報内容の例 
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(ウ) 留意点 

位置情報転送の仕組みの実現にあたっては留意点がある。詳細については以下をご参照い

ただきたい。 

＜留意点＞ 

 転送された位置情報を指令台に取り込むためには、転送先の消防本部の指令台で位

置情報転送の仕組みを導入している必要がある。なお、転送先の消防本部の指令台が

（イ）「転送フォーマット」に記載したＵＵＩ転送フォーマットを導入していない場合、転送さ

れたＵＵＩに位置情報が付加されていても消防指令システムに不具合は発生しないが、

指令台に取り込むことはできないことを消防指令システム事業者に確認した。 

 119番通報の転送処理時点で転送元消防本部が位置情報を取得していない場合、ＵＵ

Ｉに位置情報は付加されない。 

 

(８) 標準化されたデータ要件の解説 

① 基本情報 

表 ２-１５に、「標準化されたデータ要件」の基本情報を記載する。 

「標準化されたデータ要件」についての作成目的や想定される使用者などを理解したい場合にご確

認いただきたい。 

 

表 ２-１５ 標準化されたデータ要件の基本情報 

項目 内容 

作成目的  現行消防指令システムと異なる事業者の消防指令システムへの移

行においてデータレイアウトに差異があるため、データ移行費用が

高額となり、ベンダーロックインが発生している。そのため、データ移

行時の工数等の削減やベンダーロックインの解消が求められてい

る。（図 ２-７） 

 移行データの標準仕様を予め作成し公表することで、現行及び新消

防指令システムの刷新時における消防指令システム事業者のデー

タ移行工数を削減し、消防本部のシステム移行コストを削減すること

を目的としている。（図 ２-８） 

 標準化されたデータ要件は、消防指令システム移行時における移行

データの中間的なレイアウトを定義するものである。 

使用者の想定 消防本部のシステム担当者（調達業務実施者）。 

消防本部における活用

方法（想定） 

本書の３.「各文書の活用案」で、消防本部における「標準化されたデータ

要件」の活用方法・手順案を記載している。 

なお、「標準化されたデータ要件」については消防指令システム事業者や消防本部のご意見を踏

まえ改訂する可能性がある。 
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図 ２-７ 消防本部の課題・ニーズ 

 

 

図 ２-８ 本検討により目指す姿 

 

② 記載内容 

「標準化されたデータ要件」とは、消防指令システム移行時における移行データの中間的なレイア

ウトを定義した文書群のことを指す。「標準化されたデータ要件」は以下３文書（Ｅｘｃｅｌ資料）で構成さ

れている。 

 移行ファイル構成表・関連図 

 データ項目一覧表 

 コード構成表・一覧表 

各文書の詳細は、本項（ア）～（ウ）をご参照いただきたい。 

消防本部ではこれを調達仕様の一部とし、新消防指令システム刷新時に「標準化されたデータ要

件」を使ってデータを移行することを求める。消防指令システム事業者では、調達仕様書に準拠して

「標準化されたデータ要件」を活用し、新消防指令システムへデータを移行する。 
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この際、「標準化されたデータ要件」として定義されているデータはすべて使用しなければならない

ものではなく、新消防指令システムに移行する必要のあるデータのみが「標準化されたデータ要件」

の活用対象となる。また、標準と定義されていない移行対象データに関しては別途、調整の上デー

タを移行する必要がある。 

標準化の対象としているデータ項目は、新消防指令システムへの刷新時に移行対象となるデータ

であるため、新消防指令システムで新たに作成するデータや、消防本部がＥｘｃｅｌなどでマスターデ

ータを持っているデータは定義対象外としている。 

 

(ア) 移行ファイル構成表・関連図 

移行ファイル構成表・関連図とは「標準化されたデータ要件」における、移行ファイルの構成、

移行ファイルごとの関連を示した図である。 

移行ファイル構成表・関連図の記載内容を表 ２-１６に、記載イメージを図 ２-９に示す。 

表 ２-１６ 移行ファイル構成表・関連図の記載内容 

項目 記載内容 

移行ファイル構成表 移行ファイル名 移行対象データにおけるファイル名を一覧化する。 

記載例）高速キロポストデータ など 

説明 移行ファイルの説明を記載する。 

記載例）高速キロポストデータに関する情報 など 

移行ファイル関連図 関連図 移行ファイルごとの関連をＥＲ図で記載する。 

    

図 ２-９ 移行ファイル構成表・関連図の記載イメージ 

 

(イ) データ項目一覧表 

データ項目一覧表とは「標準化されたデータ要件」における、データ項目名称やＩＤ、データ項

目ごとの属性情報を定義して一覧化したものである。消防本部が新消防指令システムに刷新

する場合、現行の消防指令システムから必要なデータを移行する必要がある。その際に、新消
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防指令システムを構築する消防指令システム事業者はデータ項目一覧表に記載されたデータ

を現行の消防指令システムから出力し、新消防指令システムに移行する。 

データ項目一覧表の記載内容を表 ２-１７に、記載イメージを図 ２-１０に示す。 

 

表 ２-１７ データ項目一覧表の記載内容 

属性 記載内容 

Ｎｏ． データ項目ごとに一意に付与するＩＤを示す。 

データ項目名称 移行ファイル内のデータ項目の名称を示す。 

データ型 データ項目のデータ型を示す。 

桁数 データ項目の桁数を示す。 

外字使用 データ項目に外字を使用する可能性の有無を示す。 

コード データ項目にコードが設定される場合に、コード構成表・一覧表のＩ

Ｄを示す。 

必須[〇]／任意[空白] 

 

ＮＵＬＬが許容されない必須の場合は「〇」、許容される場合は空白

とし、ＮＵＬＬが許容されるか否かを示す。 

繰り返し 

[2 回以上の場合のみ記載] 

データ項目の値が２個以上必要と考えられるが、機能要件などの

標準では個数が定義されていない項目について、最大個数を示

す。 

項目説明 項目に保管すべきデータ値についての理解を促すための説明を示

す。 

サンプル値 データ項目に設定される値のサンプルを示す。 

備考 データ項目の改廃、名称の変更があった場合などの改定履歴など

を記載する。 

   

図 ２-１０ データ項目一覧表の記載イメージ 
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(ウ) コード構成表・一覧表 

コード構成表・一覧表とは「標準化されたデータ要件」において、データの値として使用される

コードの構成とコード値を一覧化したものであり、データ項目一覧表とセットで用いる。 

コード構成表の記載内容・イメージを表 ２-１８及び図 ２-１１に、コード一覧表の記載内容・イ

メージを表 ２-１９及び図 ２-１２に示す。 

 

 

表 ２-１８ コード構成表の記載内容 

項目 記載内容 

コードＩＤ コードごとに一意に付与するＩＤを示す。 

コード名 コードの名称を示す。 

説明 コードの理解を促すための説明を示す。 

備考 コードの参照などを示す。 

 

   

図 ２-１１ コード構成表の記載イメージ 

 

表 ２-１９ コード一覧表の記載内容 

項目 記載内容 

コードＩＤ コードごとに一意に付与するＩＤを示す。 

コード名 コードの名称を示す。 

データ型 コードのデータ型を示す。 

桁数 コードの桁数を示す。 

コード値 コードに対応したコード値を示す。 

コード値の内容 コードＩＤごとに付加されている内容を示す。 

備考 コードについて補足情報を示す。 
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図 ２-１２ コード一覧表の記載イメージ 
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３ 各文書の活用案 

(１) 活用の概要 

本検討の中で作成した文書は、消防指令システム刷新の際に発生する業務で活用できると考えてい

る。 

以降の項目では、消防指令システムの刷新を行う際に発生する業務を「要件定義」、「予算要求」、「移

行計画」、「調達」４つのフェーズに区分し、各フェーズにおける活用方法について解説する。 

想定している活用の全体像を図 ３-１、活用の概要を表 ３-１に示す。 

 

 

図 ３-１ 活用の全体像 
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表 ３-１ 活用の概要 

フェーズ フェーズの概要 活用の概要 期待効果 

フェーズ１ 

（要件定義） 

・新消防指令シ

ステムで実現し

たい機能や業務

を構想。 

・構想内容を事

業者への確認結

果を踏まえ要件

定義書を作成。 

【標準業務フロー】 

・差異チェックリストを基に、自消防本部の業務フロ

ーを作成し現状把握を行う。 

【基本的機能一覧】 

・自消防本部の現状と照らし合わせ更新を行い、

機能の把握を行う。 

・作成した自消防本部の機能一覧（将来像）を基に

事業者に対して情報提供依頼を実施する。 

【緊急通報標準インターフェイス】 

・緊急通報に係る標準インターフェイスのシステム

構成や機能要件などを理解し、導入を判断する。 

・事業者に対しコストや対応可否などの情報提供

依頼を実施する。 

【ＩＰ無線標準インターフェイス】 

・ＩＰ無線に係る標準インターフェイスのシステム構

成や機能要件などを理解し、導入を判断する。 

・事業者に対しコストや対応可否などの情報提供

依頼を実施する。 

【ＡＶＭ標準インターフェイス】 

（ＡＶＭ標準インターフェイスは令和６年度末の公表

を予定しており、以下内容は今後変更される可能

性がある。） 

・ＡＶＭに係る標準インターフェイスのシステム構成

や機能要件などを理解し、導入を判断する。 

・事業者に対しコストや対応可否などの情報提供

依頼を実施する。 

【ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書】 

・消防本部間位置情報転送の仕組みやフォーマッ

トを理解し、導入を判断する。 

・事業者に対しコストや対応可否などの情報提供

依頼を実施する。 

・現状や要

望の明確化 

・事業者へ

の情報連携

の円滑化 

・標準仕様

類の導入検

討を補助 

フェーズ２ 

（予算要求） 

事業者より見積

を取得し、予算

要求額を決定。 

【基本的機能一覧】 

フェーズ１で作成した自消防本部の機能一覧（将

来像）を基に事業者に対して見積依頼を実施す

る。 

見積依頼・

予算要求に

係る作業負

荷の軽減 
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フェーズ フェーズの概要 活用の概要 期待効果 

フェーズ３ 

（移行計画） 

フェーズ２の検

討結果を踏まえ

移行計画を検

討。 

 

【調達仕様書ひな形】 

調達仕様書ひな形に記載されているデータ移行、

システム要件を参考に移行計画を検討する。 

移行計画の

検討補助 

フェーズ４ 

（調達） 

フェーズ１～フェ

ーズ３の検討結

果を踏まえた調

達仕様書の作

成。 

【調達仕様書ひな形】 

フェーズ１～フェーズ３の検討結果を踏まえ、調達

仕様書ひな形に対して要件の追加・削除などのカ

スタマイズを行うことで、調達仕様書を作成する。 

【緊急通報標準インターフェイス】 

調達仕様書の要件として標準仕様書に準拠したシ

ステムの構築を定義し、標準インターフェイスを導

入する。 

【ＩＰ無線標準インターフェイス】 

調達仕様書の要件として標準仕様書に準拠したシ

ステムの構築を定義し、標準インターフェイスを導

入する。 

【ＡＶＭ標準インターフェイス】 

（ＡＶＭ標準インターフェイスは令和６年度末の公表

を予定しており、以下内容は今後変更される可能

性がある。） 

調達仕様書の要件として標準仕様書に準拠したシ

ステムの構築を定義し、標準インターフェイスを導

入する。 

【ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書】 

調達仕様書に、ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）のフォ

ーマットを定義し、ＵＵＩを用いた位置情報転送の仕

組みを導入する。 

【標準化されたデータ要件】 

調達仕様書に、標準化されたデータ要件の利用を

定義し、標準化されたデータ要件でのデータ移行

を行う。 

・調達仕様

書作成時の

作業負荷の

軽減 

・標準仕様

書類の導入 
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(２) フェーズ１要件定義における活用 

本項では、フェーズ１要件定義において本書の解説対象文書を活用する際の活用概要、活用方法、及

び活用手順を記載する。 

また、①「フェーズ１の概要」では、活用方法の説明に入る前に、フェーズ１要件定義での消防本部の実

施事項について簡単にまとめている。システム刷新に係る業務の流れ・区分は消防本部によって異なるこ

とが想定されるため、本書におけるフェーズ１の定義をご確認の上、以降の活用方法などをご確認いただ

きたい。 

 

① フェーズ１の概要 

フェーズ１の目的と実施事項を表 ３-２に示す。 

 

表 ３-２ フェーズ１の概要 

項目 内容 

フェーズ１の目的 ・消防指令システムで実現したい機能・業務を整理する。 

・整理結果を基に要件定義書を作成する。 

実

施

事

項 

要件定義に向けた準備 

(ⅰ) 現状把握 現場業務とマッチしないシステムが導入されることのないよう、通信指令

業務の現状や消防指令システムの機能、業務と消防指令システムの紐

づきを正確に把握する。 

(ⅱ) 要望把握 より効率的な業務の実現や消防指令システムに追加したい機能などを

システム刷新のタイミングで反映・改善していくために、現場職員の要望

を漏れなく正確に把握する。 

要件定義書の作成 

(ⅲ) 情報提供依

頼の実施 

(ⅱ)要望把握の結果を基に、新消防指令システムで実現したい事項の

実現可能性や懸念、技術的な動向・参考事例などの情報提供を事業者

に依頼する。 

(ⅳ) 要件定義書

の作成 

(ⅱ)要望把握及び(ⅲ)情報提供依頼の実施結果を踏まえ、消防指令シ

ステムの要件定義書を作成する。 

なお、ここで作成する要件定義書はフェーズ２以降で実施する概算見積

の結果や事業者との設計に係る協議内容を踏まえ適宜更新していくこと

を想定している。 
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② 標準業務フロー、基本的機能一覧 

(ア) フェーズ１での文書活用の概要 

①「フェーズ１の概要」で記載した実施事項のうち(ⅰ)現状把握、(ⅱ)要望把握、(ⅲ)情報提供

依頼の実施場面で標準業務フロー、基本的機能一覧及び本書の別紙１「差異確認用チェックリ

スト」が活用できると考えている。フェーズ１における活用の概要を表 ３-３に示す。なお、①「フ

ェーズ１の概要」で記載した実施事項のうち、（ｉｖ）要件定義の段階で活用する文書として、「消

防指令システムの非機能要件ガイドライン」を別途作成している。「消防指令システムの非機能

要件ガイドライン」では、非機能要件項目ごとに、現状調査の結果を整理した水準となる要件や

目標値を示しているため、消防本部にて非機能要件を検討・定義する際に参考文書としてご活

用いただきたい。 

 

表 ３-３ フェーズ１活用の概要（標準業務フロー・基本的機能一覧） 

実施

事項 

活用の概要 活用文書 活用後の成果物 

成果物 補足 

(ⅰ) 

現 

状 

把 

握 

標準業務フローをベースに自消防

本部で行っていない業務の削除な

どを行うことで、現行業務を可視化

できる。 

・通信指令業務の標

準的な業務フロー 

・差異確認用チェック

リスト（本書別紙１） 

自消防本部

の業務フロ

ー 

 

自消防本部の

現行の通信指

令業務の流れ

を示したフロー 

基本的機能一覧をベースに自消

防本部では具備していない機能の

削除などを行うことで、現状備わっ

ている機能を可視化できる。 

・消防システムの基

本的な機能の一覧 

・差異確認用チェック

リスト（本書別紙１） 

自消防本部

の機能一覧 

 

自消防本部の

現行の消防指

令システムが

具備する機能

を示した一覧 

(ⅱ) 

要 

望 

把 

握 

(ⅰ)で作成した自消防本部の業務

フローをベースに新消防指令シス

テムへの要望を反映させていくこと

で業務に関する要望を可視化でき

る。 

自消防本部の業務フ

ロー（※） 

自消防本部

の業務フロ

ー（将来像） 

新消防指令シ

ステム導入後

の将来的な通

信指令業務の

流れを示したフ

ロー 

(ⅰ)で作成した自消防本部の機能

一覧をベースに、新消防指令シス

テムへの要望を反映させていくこと

で機能に関する要望を可視化でき

る。 

自消防本部の機能一

覧（※） 

自消防本部

の機能一覧

（将来像） 

新消防指令シ

ステムで実現

したい将来的

な機能を示し

た一覧 

(ⅲ) 

情 

報 

事業者への確認事項は(ⅱ)で作

成した自消防本部の業務フロー

（将来像）と紐づけて確認を行うこ

自消防本部の業務フ

ロー（将来像）（※） 

- - 
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実施

事項 

活用の概要 活用文書 活用後の成果物 

成果物 補足 

提 

供 

依 

頼 

の 

実 

施 

とで情報提供依頼に係る作業負荷

を軽減できる。 

事業者への確認事項は(ⅱ)で作

成した自消防本部の機能一覧（将

来像）と紐づけて確認を行うことで

情報提供依頼に係る作業負荷を

軽減できる。 

自消防本部の機能一

覧（将来像）（※） 

- - 

 

 

（※）標準業務フローや基本的機能一覧を活用したことによる成果物であり、各消防本部で作成す

ることを想定した文書です（本検討では作成していません）。ただし、それらの文書を作成する際のベ

ースとなる文書が本書の解説対象（標準業務フローなど）であることから、「活用文書」として記載し

ています。 
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(イ) フェーズ１での文書の活用方法 

本項目では、表 ３-２で示した(ⅰ)「現状把握」、(ⅱ)「要望把握」、(ⅲ)「情報提供依頼の実施」

の３つの実施事項における活用方法を示す。 

 

ア. 現状把握における活用方法 

消防指令システムの刷新を進めていくにあたり、現状把握が不十分である場合、新消防

指令システムで実現すべき機能・業務の検討が曖昧となり、思い描く新消防指令システム

の刷新が行えない可能性があるため、まずは現行の通信指令業務の流れ、消防指令シス

テムの機能といった現状を把握する。 

通信指令業務・消防指令システムの機能を可視化する際、現状を正確に理解するため

に標準業務フロー・基本的機能一覧と消防本部の現状を比較し差異を確認する。 

次に標準業務フロー・基本的機能一覧に対して差異がある箇所に修正を加えることで、

自消防本部の業務フロー及び機能一覧を作成し、自消防本部の現状を可視化する。 

図 ３-２はフェーズ１の活用イメージであり、本項目の活用方法は図中①②に該当する。 

 

イ. 要望把握における活用方法 

要望を把握するためのアプローチとして、(ⅰ)「現状把握」で作成した自消防本部の業務

フローと自消防本部の機能一覧に対して、現場視察・システム利用職員へのヒアリングな

どで収集した要望を反映することで、現行の通信指令業務のどこを改善したいか、新消防

指令システムで実現したい機能はなにかを可視化する。 

以上の活用は、図 ３-２における図中③④に該当する。 

なお、ここで可視化された要望はフェーズ２で基本設計を実施する際の検討のベースに

なるため継続的に利用される。 
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図 ３-２ フェーズ１での文書活用イメージ（１/２） 

 

 

ウ. 情報提供依頼の実施における活用方法 

情報提供依頼は、新消防指令システムで実現したい業務や機能の実現可能性や懸念

事項について事業者へ確認を行うが、確認事項の前提条件・利用シチュエーションの認識

が曖昧な場合は事業者も回答しづらく検討に必要な回答を得られない可能性がある。 

そのため、事業者への確認事項が、通信指令業務のうち、どの部分（タイミング）で発生

する事項であるのかを明確化することが重要ある。 

そこで、標準業務フローをベースとした自消防本部の業務フローを活用することにより、

確認事項の前提条件や利用シチュエーションを自消防本部の業務フロー上で明確化し、

確認事項と併せて事業者に提示・確認することができる。 

また、情報提供依頼で事業者が提供できる新機能やオプション機能などを確認する際に

は、基本的機能一覧を確認時の参考文書として活用することも可能であると考えられる。 

以上の活用方法をイメージ化したものが図 ３-３である。 
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図 ３-３ フェーズ１での文書活用イメージ（２/２） 

  

(ウ) フェーズ１での文書の活用手順 

ア. 活用①：現行業務の可視化 

本項目では、標準業務フローをベースに自消防本部の業務フロー作成する手順を示す。 

本活用方法は、図 ３-２で提示した活用のうち①「現行業務の可視化」に該当するもので

ある。（図 ３-４をご参照ください。） 
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図 ３-４ フェーズ１での文書活用イメージ（①現行業務の可視化） 

 

＜活用手順＞ 

(１) 標準業務フローと自消防本部における通信指令業務を比較し差異を確認する。 

(２) （１）で確認した差異を踏まえ、標準業務フローに対して以下４つのカスタマイズを行

うことで、自消防本部の業務フローを作成する。 

 自消防本部では実施していない業務を標準業務フローから削除 

 自消防本部では実施しているが標準業務フローに記載のない業務を追加 

 自消防本部と標準業務フローで実施のタイミングが異なる業務の修正 

 自消防本部と標準業務フローで実施主体が異なる業務の修正 
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活用手順(１)・(２)を自消防本部で実施する際の作業補助として、「差異確認用チェックリスト」

を別途作成している。（本文書別紙１） 

「差異確認用チェックリスト」では、標準業務フローに記載している業務のうち、標準を定義する

ことが難しく、消防本部ごとに業務実施のタイミングや実施有無にバラツキが多いことを確認し

た業務に対して、削除や追加などのカスタムを行う際の対応方法を示している。    
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作業のポイント①で記載している「差異確認用チェックリスト」に記載されている項目以外でも

差異があることで修正が必要なケースも想定される。標準業務フローと自消防本部における通

信指令業務との差異の確認観点と標準業務フローの修正手順を示す。 

 

■確認観点 

分類 ここで想定される差異 差異確認のポイント 

差異① 実施していない業務が標準業務フロー

に記載されている（過剰な記載） 

標準業務フローに記載されている業

務を実施しているか 

差異② 実施している業務が標準業務フローに

記載されていない（記載不十分） 

差異③ 業務の実施タイミングが異なる 標準業務フローに記載されている業

務実施のタイミングに違いがないか 

差異④ 連携先や業務の実施主体が異なる 連携先や実施主体に違いがないか 

 

■修正手順 

＜差異①に対する修正・例＞ 

入電受付において、Ｎｅｔ119 緊急通報システムからの通報受付には対応していないが、標準

業務フローには記載がある場合の修正イメージを記載する。 

 

修正前 修正後 

  

  

次頁に続く   

 

 

Ｎｅｔ119 緊急通報システムの 

開始オブジェクトを削除 

Ｎｅｔ119 緊急通報システムからの受

付には対応していないのに記載 
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＜差異②に対する修正・例＞ 

入電受付において、ＦＡＸからの通報受付にも対応しているが、標準業務フローには記載がな

い場合の修正イメージを記載する。 

修正前 修正後 

  

 

＜差異③に対する修正・例＞ 

予告指令は位置情報取得の段階で実施しているが、標準業務フローでは災害種別決定後に

実施されており、実施タイミングが実態と異なるという場合おける修正イメージを記載する。 

修正前 修正後 

 

 

次頁に続く 

 

 

入電受付でＦＡＸからの 119 受付も 

実施しているが記載がない 

予告指令の実施タイミングが 

実態と異なる 

任意のタイミングに予告指令の 

オブジェクトを移動させる 

 

 

 

入電受付手段にＦＡＸからの 

受付方法を追加 
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＜差異④に対する修正・例＞ 

搬送先選定は救急隊が実施する場合と消防指令センターが実施する場合があるが、標準業

務フローでは双方を記載している。 

実施タイミングや実施者が実態と異なる場合の修正イメージを記載する。 

 

修正前 

 

修正後 

 

 

 

イ. 活用②：現行利用機能の可視化 

本項目では、基本的機能一覧をベースに、自消防本部における現状の消防指令システ

ムの機能を可視化するまでの手順を示す。 

本活用方法は図 ３-２で示した活用のうち、②「現行利用機能の可視化」に該当するもの

である。（図 ３-５をご参照ください。） 

 

 

搬送先選定は消防指令センターではなく救急隊で

実施しており、実施主体が実態と異なる 

消防指令センターでの搬送先選択のオブ

ジェクト（フロー）は削除（救急隊で実施す

るフローは残す） 
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図 ３-５ フェーズ１での文書活用イメージ（②現行利用機能の可視化） 

 

＜活用手順＞ 

(１) 基本的機能一覧と自消防本部の消防指令システムが具備する機能を比較し差異を

確認する。 

(２) （１）の確認結果を踏まえ、基本的機能一覧と差異がある場合は、次の３つのカスタ

マイズを実施することで、自消防本部の機能一覧を作成する。 

 自消防本部では具備していない機能を基本的機能一覧から削除 

 自消防本部では具備しているが基本的機能一覧に記載のない機能を追加 

 機能を説明する内容（機能概要）の一部修正 
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基本的機能一覧と自消防本部の消防指令システムが具備する機能を比較し、具備して

いない機能や機能概要など、差異の確認観点と対応のポイントを示す。 

■確認観点 

分類 ここで想定される差異 差異対応のポイント 

差異① 具備していない機能が基本的機能一覧

に記載されている（過剰な記載） 

基本的機能一覧から削除 

差異② 具備している機能が基本的機能一覧に

記載されていない（記載不十分） 

基本的機能一覧へ追加 

差異③ 機能の概要に記載されている内容が一

部異なる 

基本的機能一覧のうち、概要欄

の該当箇所を修正 

 

 

 

活用手順(１)・(２)を自消防本部で実施する際の作業補助として、「差異確認用チェックリ

スト」（本書の別紙１）には、記載されている業務を修正した場合に基本的機能一覧のどこ

を修正すればよいかがわかるよう、業務に該当する機能番号を記載している。 

 

 

 

ウ. 活用③：業務将来像の可視化 

本項目では、活用①「現行業務の可視化」で作成した自消防本部の業務フローをベース

に自消防本部の業務フロー（将来像）を作成するまでの手順を記載している。 

本活用方法は図 ３-２で示した活用のうち、③「業務将来像の可視化」に該当するもので

ある。（図 ３-６をご参照ください。） 

 



［S8-01］消防指令システムの導入手順書.pdf 

【３各文書の活用案(２)フェーズ１要件定義における活用】 

- 59 - 
 

 

図 ３-６ フェーズ１での文書活用イメージ（③業務将来像の可視化） 

 

＜活用手順＞ 

(１) 各消防本部で業務実施の流れを改善したい業務や追加で実施したい業務などの通

信指令業務に関する要望を検討する。 

(２) 活用①で作成した自消防本部の業務フローに対して、活用手順(１)の検討結果を基

に、今後不要とする業務の削除や、新たに実施したい業務の追加などを行うことで、

自消防本部の業務フロー（将来像）を作成する。 

 

 

活用手順(２)で業務の追加・削除を行う場合の修正手順については、Ｐ.55-Ｐ.57 の作業

ポイント②を参照 

 

 

エ. 活用④：機能将来像の可視化 

本項目では、活用②「現行機能の可視化」の結果と、③「業務将来像の可視化」で作成し

た自消防本部の業務フロー（将来像）を基に自消防本部の機能一覧（将来像）を作成する

ことを想定している。 

本活用方法は図 ３-２で示した活用のうち、④「機能将来像の可視化」に該当するもので
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ある。（図 ３-７をご参照ください。） 

 

 

図 ３-７ フェーズ１での文書活用イメージ（④機能将来像の可視化） 

 

＜活用手順＞ 

(１) 活用③で作成した自消防本部の業務フロー（将来像）を基に、活用②で作成した自

消防本部の機能一覧のどこに影響が出るかを確認する。 

(２) （１）で確認した影響箇所に対して、新消防指令システムでは不要な機能の削除、新

たに実現したい機能の追加、記載内容の一部修正を行うことで自消防本部の機能

一覧（将来像）を作成する。 

 

オ. 活用⑤：事業者確認の補助 

本項目では、活用③「業務将来像の可視化」で作成した自消防本部の業務フロー（将来

像）及び活用④「機能将来像の可視化」で作成した自消防本部の機能一覧（将来像）を基

に事業者に対する情報提供依頼を実施することを想定している。 

＜活用手順＞ 

(１) 情報提供依頼で事業者に確認したい事項を消防本部で検討する。 

(２) 情報提供依頼で事業者に確認したい事項はウ.「活用③：業務将来像の可視化」で

作成した自消防本部の業務フロー（将来像）やエ.「活用④：機能将来像の可視化」

で作成した自消防本部の機能一覧（将来像）と紐づけて確認を依頼する。 
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    ■自消防本部の業務フロー（将来像）と確認事項の紐づけイメージ 

    １.事業者への確認事項が該当する自消防本部の業務フローの頁を記載する  

Ｎｏ． 確認事項 業務フロー該当頁 

① 入電受付の多様化を検討しているが、新システムで新たに〇

○からの受付機能を追加した場合の懸念事項を教えていた

だきたい。 

Ｐ.７（１.入電受付） 

        ２.業務フローへ確認事項のＮｏ.を付記し、１と併せて事業者へ提出する 

 

 

 

           ■自消防本部の機能一覧（将来像）を使った確認のイメージ 

Ｎｏ． 確認事項一覧での質問例 

１ 機能一覧に記載されている機能で、オプション機能となる（追加費用が発生する）機能はあ

るか。 

２ 機能一覧に記載されている機能以外の新機能があれば情報提供いただきたい。 

３ 機能一覧に記載されている機能のうち提供できない機能を提示いただきたい。 

 

 

③ 緊急通報標準インターフェイス 

(ア) フェーズ１での文書活用の概要 

①「フェーズ１の概要」で記載した実施事項のうち、消防本部における（ⅱ）要望把握の場面で

「消防機関への緊急通報に係る標準インターフェイス標準仕様書」を活用できる。フェーズ１に

おける活用の概要を表 ３-４に示す。 

 

表 ３-４ フェーズ１活用の概要（緊急通報標準インターフェイス） 

実施事項 活用の概要 活用文書 

(ⅱ)要望把握 緊急通報標準インターフェイスの概要、実現

事項などを確認し、標準インターフェイス導入

要否を判断する。 

消防機関への緊急通報に係る標準イ

ンターフェイス標準仕様書 

確認事項① 
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(イ) フェーズ１での文書の活用方法 

「消防機関への緊急通報に係る標準インターフェイス標準仕様書」にて、消防指令システムと

緊急通報サービス間の接続を行うためのシステム構成や、実現できる事項を確認する。消防本

部内で必要性を検討し、消防指令システム事業者に対し情報提供依頼を行った上で導入要否

を判断する。 

 

(ウ) フェーズ１での文書の活用手順 

本項では、（ⅱ）要望把握において、緊急通報標準インターフェイスを活用する際の具体的な

方法及び手順を説明する。 

 

＜活用手順＞ 

(１) 「消防機関への緊急通報に係る標準インターフェイス標準仕様書」にて、標準インターフ

ェイスにおいて実現できる内容、必要なシステム構成などを確認する。 

(２) （１）の情報を基に、各消防本部にて標準インターフェイスの導入の必要性を検討する。 

(３) 標準インターフェイスを導入する方針の場合、消防指令システム事業者に「消防への緊

急通報に係る標準インターフェイス標準仕様書」を用いて（ⅲ）情報提供依頼を行い、導

入に係るコストや期間を確認し、その結果を踏まえ標準インターフェイスの導入要否を判

断する。 

 

④ ＩＰ無線標準インターフェイス 

(ア) フェーズ１での文書活用の概要 

①「フェーズ１の概要」で記載した実施事項のうち、消防本部における（ⅱ）要望把握の場面で

「ＩＰ無線に係る標準インターフェイス標準仕様書」を活用できる。フェーズ１における活用の概要

を表 ３-５に示す。 

なお、ＩＰ無線標準インターフェイスの仕様上、機能を具備するのは消防救急デジタル無線とな

るため、調達する（要件を検討する）対象は、消防指令システムではなく消防救急デジタル無線

である。 

 

表 ３-５ フェーズ１活用の概要（ＩＰ無線標準インターフェイス） 

実施事項 活用の概要 活用文書 

(ⅱ)要望把握 ＩＰ無線標準インターフェイスの概要、実現事

項などを確認し、標準インターフェイス導入要

否を判断する。 

ＩＰ無線に係る標準インターフェイス標

準仕様書 

 

(イ) フェーズ１での文書の活用方法 

「ＩＰ無線に係る標準インターフェイス標準仕様書」にて、消防救急デジタル無線とＩＰ無線を接

続するためのシステム構成や、実現できる事項を確認する。消防本部内で必要性を検討し、消
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防救急デジタル無線・ＩＰ無線事業者に対し情報提供依頼を行った上で導入要否を判断する。 

(ウ) フェーズ１での文書の活用手順 

本項では、（ⅱ）要望把握において、ＩＰ無線標準インターフェイスを活用する際の具体的な方

法及び手順を説明する。 

 

＜活用手順＞ 

(１) 「ＩＰ無線に係る標準インターフェイス標準仕様書」にて、標準インターフェイスにおいて実

現できる内容、必要なシステム構成などを確認する。 

(２) （１）の情報を基に、各消防本部にて標準インターフェイスの導入の必要性を検討する。 

(３) 標準インターフェイスを導入する方針の場合、消防救急デジタル無線・ＩＰ無線事業者に

「ＩＰ無線に係る標準インターフェイス標準仕様書」を用いて（ⅲ）情報提供依頼を行い、対

応可否、導入に係るコストや期間を確認し、その結果を踏まえ標準インターフェイスの導

入要否を判断する。 

 

なお、ＩＰ無線と消防救急デジタル無線の相互接続については現在消防本部において実施例

がなく、対応可能な事業者が限られる可能性がある。消防救急デジタル無線事業者、ＩＰ無線事

業者に対する情報提供依頼は必ず実施し、対応可否、コスト等をご確認いただきたい。 

 

⑤ ＡＶＭ標準インターフェイス 

（ＡＶＭに係る標準インターフェイス標準仕様書は、令和６年度末の公表を予定しているため、本項

目は今後更新される予定である。） 

(ア) フェーズ１での文書活用の概要 

①「フェーズ１の概要」で記載した実施事項のうち、消防本部における（ⅱ）要望把握の場面で

「ＡＶＭに係る標準インターフェイス標準仕様書」を活用できる。フェーズ１における活用の概要

を表 ３-６に示す。 

表 ３-６ フェーズ１活用の概要（ＡＶＭ標準インターフェイス） 

実施事項 活用の概要 活用文書 

(ⅱ)要望把握 ＡＶＭ標準インターフェイスの概要、実現事項

などを確認し、標準インターフェイス導入要否

を判断する。 

ＡＶＭに係る標準インターフェイス標準

仕様書 

 

(イ) フェーズ１での文書の活用方法 

「ＡＶＭに係る標準インターフェイス標準仕様書」にて、ＡＶＭ標準インターフェイスのシステム

構成や、実現できる事項を確認する。消防本部内で必要性を検討し、消防指令システム事業者

に対し情報提供依頼を行った上で導入要否を判断する。 
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⑥ ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書 

(ア) フェーズ１での文書活用の概要 

①「フェーズ１の概要」で記載した実施事項のうち、消防本部における（ⅱ）要望把握の場面で

「消防本部間位置情報転送時のユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書」を活用できる。フェーズ１に

おける活用の概要を表 ３-７に示す。 

 

表 ３-７ フェーズ１活用の概要（ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書） 

実施事項 活用の概要 活用文書 

(ⅱ)要望把握 消防本部間位置情報転送の仕組みを理解

し、本仕組みの導入を判断する。 

消防本部間位置情報転送時のユー

ザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書 

 

(イ) フェーズ１での文書の活用方法 

「消防本部間位置情報転送時のユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書」にて位置情報転送の仕

組みの概要やそれに伴う転送フォーマットの変更を理解し、各消防本部において本仕組みを導

入する必要があるかを確認する。その際、本仕組みの詳細、及び本仕組みの実現により解決さ

れる課題などについては本書の２．（７）「ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書の解説」をご参照い

ただきたい。 

 

(ウ) フェーズ１での文書の活用手順 

本項では、（ⅱ）要望把握において、本書及びユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書を活用する際

の具体的な方法及び手順を説明する。 

 

＜活用手順＞ 

(１) 「消防本部間位置情報転送時のユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書」にて、位置情報転送

の仕組み導入により調達仕様書への記載が必要となる内容を把握する。その際、前提

となる位置情報転送の仕組みについて本書の２．（７）「ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義

書の解説」を参照する。 

(２) （１）の情報を基に、各消防本部にて本仕組みの導入を検討する。 

(３) 本仕組みを導入する場合、各消防指令システム事業者に「消防本部間位置情報転送時

のユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書」を用いて（ⅲ）情報提供依頼を行い、その結果を踏

まえて本仕組みの導入要否を判断する。 
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(３) フェーズ２予算要求における活用 

本項目では、フェーズ２要件定義において本書の解説対象文書を活用する際の活用概要、活用方法及

び活用手順を記載する。 

フェーズ１と同様に、フェーズ２の定義を①「フェーズ２の概要」に示している。 

 

① フェーズ２の概要 

フェーズ２の目的と実施事項を表 ３-８に示す。 

 

表 ３-８ フェーズ２の概要 

項目 内容 

フェーズ２の目的 ・基本設計で新消防指令システムに求める機能や必要な装置の

台数を整理し、事業者から見積を取得する。 

・予算要求額を検討し、予算要求を実施する。 

実

施

事

項 

基本設計の実施 

(ⅰ) 事業者との協議 フェーズ１での構想内容を事業者と協議し、構想実現に向けた懸

念を整理していく。 

(ⅱ) 要件定義書の更新 ・(ⅰ)の協議結果を踏まえ、フェーズ１で作成した要件定義書を更

新する。 

・見積依頼に向け、フェーズ１で作成した要件定義書に記載する

要件及び必要となる装置の台数などを決定する。 

見積依頼の実施 

(ⅲ) 見積依頼の実施 実現したい業務や新消防指令システムに実装したい機能の内

容、システム規模、サービスレベル、スケジュールなど、事業者が

見積りをするために必要な情報を整理し見積依頼を行う。 

(ⅳ) 見積精査 ・複数事業者の見積金額を比較する。 

・事業者が提示する機器の数量、算定工数 10、作業者ごとの設定

単価 11などにより見積金額の妥当性を確認する。 

予算要求の実施 

(ⅴ) 予算要求額の検討 (ⅳ)の精査結果を踏まえ、予算要求金額を検討する。 

(ⅵ) 予算要求資料の作

成 

・予算要求を行う範囲についての目標、内容、スケジュール、体

制などを要約した資料を作成する。 

・プロジェクトが前提としている消防指令システム・通信指令業務

の概要を説明する資料を作成する。 

(ⅶ) 予算要求の実施 予算要求を実施する。 

 

                             
10 人員の作業時間（期間） 
11 事業者側の作業実施者のレベル（責任者や作業実施者など）により単価が分けて設定されている 
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② 標準業務フロー、基本的機能一覧 

(ア) フェーズ２での文書活用の概要 

①「フェーズ２の概要」で記載した実施事項のうち(ⅲ)「見積依頼の実施」と(ⅵ)「予算要求資料

の作成」場面で、フェーズ１で作成した自消防本部の業務フロー（将来像）と自消防本部の機能

一覧（将来像）が活用できると考えている。活用の概要を表 ３-９に示す。 

 

 

表 ３-９ フェーズ２活用の概要（標準業務フロー・基本的機能一覧） 

実施事項 活用の概要 活用文書 

(ⅲ)見積依頼の実

施 

事業者に対して概算見積もりを依頼する

際に、業務、システムの概要を伝えるため

の情報提供資料の一部として活用 

自消防本部の業務フロー（将来

像） 

自消防本部の機能一覧（将来像） 

(ⅵ)予算要求資料

の作成 

通信指令業務の概要を説明する資料の

一部として活用 

自消防本部の業務フロー（将来

像） 

 

 

(イ) フェーズ２での文書の活用方法 

本項目では、表 ３-９で示した(ⅲ)「見積依頼の実施」、（ⅵ）「予算要求資料の作成」における

活用方法を示す。 

 

ア. 見積依頼の実施における活用方法 

見積依頼は予算要求金額を決定するために実施するが、事業者が見積依頼時に示され

た要件を正確に把握できない場合、提出される見積精度の低下を招き、予算要求金額の

検討に苦慮する可能性があるので注意が必要である。 

そのため、事業者へ見積依頼を行う際は、消防本部で実現したい業務・機能の内容を、

事業者が容易に理解できる情報を提供する必要がある。 

ここでは、フェーズ１で作成した自消防本部の業務フロー・機能一覧（将来像）を消防本

部で別途作成する見積依頼資料に添付し、新消防指令システムで実現したい業務・機能

のイメージや内容を業務フローや機能一覧というわかりやすい形で事業者に正確に伝える

ために活用する。 
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図 ３-８ フェーズ２での文書活用イメージ（１/２） 

 

イ. 予算要求資料の作成における活用方法 

予算要求の過程では、短期間で多くの関係者にプロジェクトの目標や予算の必要性など

を理解いただく必要があるため、要点をわかりやすく表現することが求められる。 

そのため、予算要求資料の作成を行う際は、実現したい通信指令業務や新消防指令シ

ステムの機能について、多くの関係者（自消防本部の職員、予算管理を行う自治体職員な

ど）が容易に理解できる情報を提供する必要がある。 

ここでは、実現したい通信指令業務を理解するための資料として、フェーズ１で作成した

自消防本部の業務フロー（将来像）を予算要求資料に添付し、新消防指令システムで実現

したい業務イメージや内容を関係者に正確に伝えるために活用する。 

 

 

図 ３-９ フェーズ２での文書活用イメージ（２/２） 
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(ウ) フェーズ２での文書の活用手順 

本項目では標準業務フローと基本的機能一覧のフェーズ２での活用手順を示す。 

なお、本項ア.イ.は活用⑥、活用⑦としている。これは活用方法・手順について（２）②（ウ）「フ

ェーズ１での文書の活用手順」から連番で附番しているためである。標準業務フロー及び基本

機能一覧の活用①から⑤については、（２）②（ウ）「フェーズ１での文書の活用手順」をご確認

いただきたい。 

 

ア. 活用⑥：見積依頼の補助 

本項目では、フェーズ１で作成した自消防本部の業務フロー（将来像）及び自消防本部

の機能一覧（将来像）を基に事業者に対して見積依頼を実施することを想定している。 

 

＜活用手順＞ 

(１) 各消防本部で見積依頼資料を作成する。 

(２) （１）で作成した見積依頼資料に、フェーズ１の活用③及びフェーズ１の活用④で作

成した自消防本部の業務フロー（将来像）や自消防本部の機能一覧（将来像）を添

付する。その際、現行の業務や機能から変更が生じる点を明確化し、現行システム

から何が追加されるかを明示する。 

 

イ. 活用⑦：予算要求の補助 

本項目では、フェーズ１の活用③で作成した自消防本部の業務フローを予算要求資料の

一部として活用することを想定している。 

 

＜活用手順＞ 

(１) 各消防本部で予算要求資料を作成する。 

(２) (１)で作成した予算要求資料に、フェーズ１の活用③で作成した自消防本部の業務

フロー（将来像）を添付する。 
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(４) フェーズ３移行計画における活用 

本項目では、フェーズ３移行計画において本書の解説対象文書を活用する際の活用概要、活用方法及

び活用手順を記載する。 

フェーズ１と同様に、フェーズ３の定義を①「フェーズ３の概要」に示す。 

 

① フェーズ３の概要 

フェーズ３の目的と実施事項を表 ３-１０に示す。 

 

表 ３-１０ フェーズ３の概要 

項目 内容 

フェーズ３の目的 移行計画（移行の要件、テストの要件など）を検討する 

実

施

事

項 

実施設計の実施 

(ⅰ) 移行計画の

検討 

フェーズ１で検討した基本設計の結果を踏まえ、新消防指令システムへ

の移行に係る要件（新/現行システムの切替え方法、関連システムとの

接続テストの時期・方法など）を検討する 

 

② 調達仕様書ひな形 

(ア) フェーズ３での文書活用の概要 

①「フェーズ３の概要」で記載した実施事項のうち（ⅰ）「移行計画の検討」場面で調達仕様書

ひな形が活用できると考えている。活用の概要を表 ３-１１に示す。 

 

表 ３-１１ フェーズ３活用の概要（調達仕様書ひな形） 

実施事項 活用の概要 活用文書 

(ⅰ)移行計画の検

討 

調達仕様書ひな形に記載されているデー

タ移行、システム移行に係る要件を参考

に移行計画を検討 

消防指令システムの調達仕様書

ひな形 

 

(イ) フェーズ３での文書の活用方法 

本フェーズでは、フェーズ２で検討した基本設計の内容を基に構築された新消防指令システ

ムを、実際にどのような手順で現行消防指令システムから切り替えていくか、通信指令業務へ

の影響を生じさせないよう、円滑に現行システムから新消防指令システムへの移行（切替え）を

迎えるにはどのような事前調整が必要かといった移行に係る検討を実施する。 

移行計画でまず何を検討したらよいかなど、移行計画での検討事項の整理に苦慮する場合

は、検討事項を整理する際のインプット情報として調達仕様書ひな形をご参照いただきたい。 

調達仕様書ひな形では、移行に係る要件として、データ移行、システム移行、テスト、機器据

付作業時の要件などを記載しており、実際の移行作業や新消防指令システム導入までの流れ

をイメージすることができる。 
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図 ３-１０ フェーズ３での文書活用イメージ 

 

(ウ) フェーズ３での文書の活用手順 

本項目では調達仕様書ひな形のフェーズ３での活用手順を示す。 

なお、本項ア.は活用⑧としている。これは活用方法・手順について（３）②（ウ）「フェーズ２での

文書の活用手順」から連番で附番しているためである。調達仕様書ひな形、標準業務フロー及

び基本機能一覧の活用①から⑤については（２）②（ウ）「フェーズ１での文書の活用手順」、活

用⑥⑦については（３）②（ウ）「フェーズ２での文書の活用手順」をご確認いただきたい。 

 

ア. 活用⑧：移行計画の検討補助 

本項目では、調達仕様書ひな形に記載している移行要件を参考に、移行計画での検討

事項を整理する際の手順を記載する。 

 

＜活用手順＞ 

(１) 調達仕様書ひな形の３章・４章に記載されている移行に係る要件を確認する。 

(２) (１)の確認結果を踏まえ、移行計画での検討事項を整理する。 
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(５) フェーズ４調達における活用 

本項目では、フェーズ４調達において本書の解説対象文書を活用する際の活用概要、活用方法及び活

用手順を記載する。 

フェーズ１と同様に、本項においてもまずフェーズ４の定義を①「フェーズ４の概要」に示している。 

 

① フェーズ４の概要 

フェーズ４の目的と実施事項を表 ３-１２に示す。 

 

表 ３-１２ フェーズ４の概要 

項目 内容 

フェーズ４の目的 ・新消防指令システムに係る調達仕様書を作成する。 

・調達を実施する。 

実

施

事

項 

調達仕様書の作成 

(ⅰ) 調達仕様書

の作成 

フェーズ１～フェーズ３までの検討資料を基に調達仕様書を作成する。 

(ⅱ) 調達仕様書

の確認 

（ⅰ）で作成した調達仕様書について、調達仕様書で定義した実施作業

や成果物の内容が要件定義時の想定と合っているか、伴走する関連調

達間で、内容の整合性がとれているか、作業や要件の抜け漏れがない

かなどの確認を行う。 

調達の実施 

(ⅲ) 調達の実施 （ⅰ）で作成した調達仕様書を用いて調達を実施する。 

 

 

② 調達仕様書ひな形 

(ア) フェーズ４での文書活用の概要 

①フェーズ４の概要で記載した実施事項のうち（ⅰ）「調達仕様書の作成」場面において、フェ

ーズ１で作成した自消防本部の機能一覧（将来像）と調達仕様書ひな形が活用できると考えて

いる。活用の概要を表 ３-１３に示す。 

 

表 ３-１３ フェーズ４活用の概要（調達仕様書ひな形） 

実施事項 活用の概要  活用文書 

（ⅰ）調達仕様書

の作成 

・各消防本部で新消防指令システム刷新に係る調達

仕様書を作成する際に、調達仕様書ひな形をベース

に不要な要件の削除や必要要件の追加などを実施

することで、自消防本部の調達仕様書を作成する。 

消防指令システムの調

達仕様書ひな形 

自消防本部の機能一

覧（将来像） 
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実施事項 活用の概要  活用文書 

・自消防本部の機能一覧（将来像）を調整仕様書の

うち、新消防指令システムに求める機能を記載する

項目の別紙として利用する。 

 

(イ) フェーズ４での文書の活用方法 

調達仕様書ひな形をベースに自消防本部の調達仕様書を作成する場合、自消防本部・自治

体などの方針を踏まえ、要件追加や記載内容の修正などのカスタマイズを実施する。 

また、調達仕様書ひな形と自消防本部の調達仕様書がどこまで乖離するものか、記載内容に

迷いが生じる場合は、各システム型別で作成しているサンプルを参考としていただきたい。 

 

 

図 ３-１１ フェーズ４での文書活用イメージ 

 

(ウ) フェーズ４での文書の活用手順 

ア. 活用⑨：調達仕様書の作成補助 

本項目では、フェーズ１で作成した自消防本部の機能一覧（将来像）及び調達仕様書ひ

な形を基に調達仕様書を作成する際の手順を記載している。 

 

＜活用手順＞ 

(１) 調達仕様書ひな形に記載されている要件を確認し、自消防本部の調達仕様書では

不要な要件の削除、自消防本部では必要な要件の追加、記載内容の修正を行う。 

(２) 記載内容のうち、緑文字となっている箇所には、各消防本部での実態に合わせて
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呼称や数値などを記載する。 

(３) 調達仕様書ひな形３.（１）「機能要件」の項目では、フェーズ１で作成した自消防本部

の機能一覧（将来像）を別紙として利用するが、自消防本部の機能一覧（将来像）に

記載している機能のうち、機能を実現したい装置を指定する場合については、「機

能を実装する装置」記載欄（Ｊ列）に同章（２）「装置要件」で装置ごとに割り振られて

いる装置番号を記載する。 

 

 

活用手順（１）・（３）を実施する際の留意点を示す。 

＜留意点①＞ 

・調達仕様書ひな形は各項目で記載される一般的な要件 12の記載例を示す文書であり、すべ

ての消防本部にとって定義すべき要件がすべて記載されているわけではない。 

・標準業務フローや基本的機能一覧から作業や機能を追加するカスタマイズを実施した際 

は、自消防本部にとって必要な要件が記載されていない可能性がある事を念頭に、過去の

調達仕様書などと比較しながら追加要件をご検討いただきたい。 

 

＜留意点②＞ 

・調達仕様書ひな形は、運用保守業務と機器の整備調達を同じ調達範囲に含めるなど、各 

消防本部の調達範囲と異なっている可能性や、自消防本部にとっては不要な要件が定義

されている可能性がある。 

・該当の要件には適宜想定を補足するコメントを付記しているため、内容を確認の上、記 

載要否をご検討いただきたい。 

 

＜留意点③＞ 

・活用手順(３)について、機能を実現する装置を指定することで、特定事業者しか対応できな

い、他事業者が対応するには装置の改修が必要となるなど、ベンダーロックインを誘発して

しまう可能性がある。 

・そのため、調達仕様書ひな形では、機能と装置の紐づけを最小限とする記載としている。 

各消防本部にて機能を実現する装置を指定する場合は、それが特定事業者の指定に繋が

らないかを考慮し、複数事業者へ意見確認の上、ご指定いただきたい。 

 

  

                             
12 複数本部の調達仕様書で実際に定義されている要件や、デジタル・ガバメント推進標準ガイドラインで示される要件から抜

粋して記載 
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活用手順（１）で要件の追加・削除を行う場合の確認観点を示す。 

■確認観点 

確認観点 対象章目 

記載内容の過

不足 

・自消防本部での調達案件に対して、調達仕様

書ひな形で求めている要件が過剰ではないか 

＜確認例＞ 

自消防本部では、運用保守業務は別調達とし

ており、本調達に含める予定はない為、４.（７）

「運用保守に係る要件」の記載は不要 

・自消防本部での調達案件に対して、調達仕様

書ひな形で記載されていない要件がないか（不

足していないか） 

＜確認例＞ 

自消防本部では、本調達と併せて新たに○○

システムの導入を実施することを予定している

ため、調達仕様書ひな形 別紙１に○○システ

ムとの連携機能を追加する必要がある 

全章確認対象 

他の規定との

齟齬 

各自治体などで共通の規定がある場合、その

内容と調達仕様書ひな形に記載されている要

件と齟齬がないか 

第３章（情報セキュリ

ティの記載） 

第６章（個人情報の

取扱い、システム監

査等の記載） 

第７章（知的財産権

の帰属等の記載） 

第８章（入札制限、共

同入札等の記載） 

 

 

 

③ 緊急通報標準インターフェイス 

(ア) フェーズ４での文書活用の概要 

①「フェーズ４の概要」で記載した実施事項のうち、（ⅰ）「調達仕様書の作成」場面において、

「消防機関への緊急通報に係る標準インターフェイス標準仕様書」が活用できると考えている。 

活用の概要を表 ３-１４に示す。 
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表 ３-１４ フェーズ４活用の概要（緊急通報標準インターフェイス） 

実施事項 活用の概要 活用文書 

（ⅰ）調達仕様書の作成 「消防機関への緊急通報に係る標準インタ

ーフェイス標準仕様書」を基に、インターフェ

イス構築について定義する。 

消防機関への緊急通

報に係る標準インター

フェイス標準仕様書 

 

(イ) フェーズ４での文書の活用方法 

本項（ウ）を参考に、調達仕様書に要件を記載する。要件として緊急通報標準インターフェイス

に則った標準インターフェイスを構築することを定義する。 

 

(ウ) フェーズ４での文書の活用手順 

本項では、（ⅰ）「調達仕様書の作成」において、緊急通報標準インターフェイスを導入するに

あたり調達仕様書への記載が必要となる箇所・内容について解説する。 

緊急通報標準インターフェイスを導入する場合、調達仕様書の機能要件、装置要件、非機能

要件、データ要件で緊急通報標準インターフェイスに対応することを求める必要がある。 

消防庁が公表している「消防指令システムの調達仕様書ひな形」の以下の項目に、緊急通報

標準インターフェイスを導入する場合の要件例を記載しているためご確認いただきたい。 

 ３.「新消防指令システムに求める要件」（１）「機能要件」13 

 ３.「新消防指令システムに求める要件」（３）「非機能要件」 

 ３.「新消防指令システムに求める要件」（６）「データ要件」①「データ要件」 

 

④ ＩＰ無線標準インターフェイス 

(ア) フェーズ４での文書活用の概要 

ＩＰ無線標準インターフェイスを導入する場合は、他の標準インターフェイス標準仕様書と同様

に調達仕様書において、ＩＰ無線標準インターフェイスの利用を定義することとなるが、ＩＰ無線標

準インターフェイスの仕様として、消防救急デジタル無線の装置である無線回線制御装置とＩＰ

無線機器との接続となるため、記載対象となる調達仕様書は、消防指令システムではなく消防

救急デジタル無線の調達仕様書となる。 

活用の概要を表 ３-１５に示す。 

 

                             
13 調達仕様書ひな形上、装置要件については消防指令システムに必要な装置のうち構成機器、仕様及び数量を指定するも

ののみ定義しており、その他機能実現に必要な装置は事業者提案としている。 
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表 ３-１５ フェーズ４活用の概要（ＩＰ無線標準インターフェイス） 

実施事項 活用の概要 活用文書 

（ⅰ）調達仕様書の作成 ・「ＩＰ無線に係る標準インターフェイス標準仕

様書」を基に消防救急デジタル無線の標準

インターフェイス構築について定義する。 

・「ＩＰ無線に係る標準インターフェイス標準仕

様書」を基に、消防救急デジタル無線との通

信が可能であることを定義する。 

ＩＰ無線に係る標準イン

ターフェイス標準仕様

書 

 

(イ) フェーズ４での文書の活用方法 

本項（ウ）を参考に、調達仕様書に要件を記載する。要件として消防救急デジタル無線の調達

仕様書には、ＩＰ無線標準インターフェイスに則った標準インターフェイスを構築すること、ＩＰ無線

の調達仕様書にはＩＰ無線標準インターフェイスに則り、消防救急デジタル無線との通信が可能

であることを定義する。 

 

(ウ) フェーズ４での文書の活用手順 

ＩＰ無線標準インターフェイスを導入する場合、消防救急デジタル無線の調達仕様書の機能要

件に、ＩＰ無線標準インターフェイスに対応することを求める必要がある。 

＜要件記載例＞ 

別途調達するＩＰ無線機器と、消防庁が公表する「ＩＰ無線に係る標準インターフェイス標準仕

様書」に則り、相互の音声通信ができること。 

 

また、ＩＰ無線の調達仕様書においては、機能要件及び装置要件に、ＩＰ無線標準インターフェ

イスに対応することを求める必要がある。 

＜要件記載例（機能要件）＞ 

別途調達する消防救急デジタル無線と、消防庁が公表する「ＩＰ無線標準インターフェイス標

準仕様書」に則り、相互の音声通信ができること。 

＜要件記載例（装置要件）＞ 

消防庁が公表する「ＩＰ無線標準インターフェイス標準仕様書」に則り、消防救急デジタル無線

との相互接続のための接続装置（ＩＰ無線ＧＷ）を消防指令センター内に配置すること。 

 

なお、ＩＰ無線と消防救急デジタル無線の相互接続については現在消防本部において実施例

がなく、対応可能な事業者が限られる可能性がある。調達仕様として含める際には事前に消防

救急デジタル無線事業者、ＩＰ無線事業者に対し情報提供依頼を行い、対応可否、コスト等をご

確認いただきたい。 
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⑤ ＡＶＭ標準インターフェイス 

（ＡＶＭに係る標準インターフェイス標準仕様書は、令和６年度末の公表を予定しているため、本項

目は今後更新される予定である。） 

(ア) フェーズ 4 での文書活用の概要 

①「フェーズ４の概要」で記載した実施事項のうち、（ⅰ）「調達仕様書の作成」場面において、

「ＡＶＭに係る標準インターフェイス標準仕様書」が活用できると考えている。 

活用の概要を表 ３-１６に示す。 

 

表 ３-１６ フェーズ４活用の概要（ＡＶＭ標準インターフェイス） 

実施事項 活用の概要 活用文書 

（ⅰ）調達仕様書の作成 「ＡＶＭに係る標準インターフェイス標準仕様

書」を基に、標準インターフェイス構築につい

て定義する。 

ＡＶＭに係る標準インタ

ーフェイス標準仕様書 

 

(イ) フェーズ４での文書の活用方法 

調達仕様書に要件を記載する。要件としてＡＶＭ標準インターフェイスに則った標準インターフ

ェイスを構築することを定義する。 

 

⑥ ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書 

(ア) フェーズ４での文書活用の概要 

①「フェーズ４の概要」で記載した実施事項のうち、（ⅰ）「調達仕様書の作成」場面において、

「消防本部間位置情報転送時のユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書」が活用できると考えている。 

活用の概要を表 ３-１７に示す。 

 

表 ３-１７ フェーズ４活用の概要（ユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書） 

実施事項 活用の概要 活用文書 

（ⅰ）調達仕様書の作成 「消防本部間位置情報転送時のユーザ・ユ

ーザ情報（ＵＵＩ）定義書」を基に、位置情報

転送について定義する。 

消防本部間位置情報

転送時のユーザ・ユー

ザ情報（ＵＵＩ）定義書 

 

(イ) フェーズ４での文書の活用方法 

本項(ウ)を参考に、調達仕様書に要件を記載する。要件としてユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定

義書の利用を定義する。 
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(ウ) フェーズ４での文書の活用手順 

本項では、（ⅰ）「調達仕様書の作成」において、位置情報転送の仕組みを導入するにあたり

調達仕様書への記載が必要となる箇所・内容について解説する。 

調達仕様書には、新たに追加される機能要件として、管轄消防本部へ 119 番通報転送時に

位置情報も含めて転送することをご記載いただきたい。 

 

＜調達仕様書への記載箇所・内容＞ 

(１) 調達仕様書では消防指令システムに求める要件のうち、機能要件の「119 番受付」に位

置情報転送の仕組みの導入を求める旨を記載する。 

記載内容は「位置情報を付加して転送できること」、及び「位置情報を受信して指令台に

表示できること」である。 

調達仕様書ひな形における要件記載のイメージを図 ３-１１、調達仕様書ひな形の形式

ではなく機能要件を記載する場合の要件記載のイメージを図 ３-１２に示す。 

 

図 ３-１１ 調達仕様書における記載イメージ（表形式） 

 

機能一覧 業務 

＃ 機
能
分
類 

＃ 機能 ＃ 概要 ①
入
電
受
付 

②
事
案
作
成 

１ 

1
1
9

番
受
付 

１ 着信・接続・切

断機能 

１ 全ての着信は、可視及び可聴により受付がで… 〇  

２ 全ての着信は、着信順に自動で接続できる。 〇  

… … … … … … 

15 位置情報転送

機能 

１ 携帯電話からの 119 番通報を管轄消防本部に転

送する際に、119 番通報転送時点で取得している

最新の位置情報を転送できる。（転送フォーマット

は令和６年３月消防庁公表の「消防本部間位置情

報転送時のユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ）定義書」に

従うこと。） 

〇  

２ 他消防本部からの 119 番通報の転送を受信する

際に位置情報が付加されている場合は、その位置

情報を受信することができ、自動的に指令台の地

図画面上に受信した位置情報を表示できる。 

〇  

２ … １ … １ … … … 
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図 ３-１２ 調達仕様書における記載イメージ（文書形式） 

 

⑦ 標準化されたデータ要件 

(ア) フェーズ４での文書活用の概要 

①「フェーズ４の概要」で記載した実施事項のうち、（ⅰ）「調達仕様書の作成」において、「標

準化されたデータ要件」が活用できると考えている。活用方法を表 ３-１８に示す。 

表 ３-１８ フェーズ４活用の概要（標準化されたデータ要件） 

実施事項 活用の概要 活用文書 

（ⅰ）調達仕様書の作成 「標準化されたデータ要件」を基に、データ移行を

行うことを定義する。 

標準化されたデー

タ要件 

 

(イ) フェーズ４での文書の活用方法 

本項(ウ)を参考に、要件を調達仕様書に記載する。要件として「標準化されたデータ要件」の

利用を定義する。 

 

(ウ) フェーズ４での文書の活用手順 

本項では消防本部が新消防指令システムを調達する際の調達仕様書への記載箇所・内容に

ついて解説する。 

消防指令システム事業者が「標準化されたデータ要件」を活用し、データ移行を行うことを調

達仕様書で求める必要がある。そこで調達仕様書のデータ要件及び、データ移行を定義する項

目に「標準化されたデータ要件」を活用し、新消防指令システムへと必要なデータを移行するこ

とをご記載いただきたい。 

以下、調達仕様書の記載箇所と内容について解説を記載している。 

 

＜調達仕様書への記載箇所・内容＞ 

(１) 調達仕様書では、新消防指令システムに求める要件のうち、「データ要件」に標準化され

たデータ要件を使用することを記載する。 

記載内容は、「将来的なデータ移行のために「標準化されたデータ要件」に準拠してデー
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タを出力できること」である。 

調達仕様書における要件記載のイメージを図 ３-１３に示す。 

(２) また、調達仕様書では、作業の実施内容のうち、「移行・データ移行」にデータ移行の際

に「標準化されたデータ要件」を使用することを記載する。 

記載内容は、「「標準化されたデータ要件」を用いてデータ移行を行うこと」、「「標準化さ

れたデータ要件」のうち、移行対象とならないデータは使用しないこと」、「「標準化された

データ要件」以外の移行対象データは別途調整の上移行すること」である。 

調達仕様書における要件記載のイメージを（１）と合わせて図 ３-１３に示す。 

 

 

図 ３-１３ 調達仕様書における記載イメージ 
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